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第 1 課 一 名 詞 と 名 詞 述 語文 


1. 


II. 


名 詞 の 変化 を 練習 し まし ょ う 。 
人 1 数 瓦 2 以上 (複数 形 ) 

se : 男 M (Qp) sqHT る 1 sdT : 男性 2 人 
fe : 女 F (up) HfeqT さ [ TeqIU 女性 2 人 
smT : 男の子 M (Qp) 8T RI : 電 の 手 9 人 
8 : 女の子 F (rs*) qg 叶 IEEE 女の子 3 人 
付 TT : 学生 M (で 5) に IEX : 学生 4 人 
作 qT : 本 F (Qp) に IKX 本 4 冊 
定 HtT : 部 屋 M (Cp) kl 部 屋 5 つ 
T : 椅子 F (G) IE! : 椅子 5 肢 
aeJTd 呈 : 先生 M (G 和 ) 選 : 先生.6. 人 
eqTHT : 女 の 先生 F (Cp) IT 女 の 先生 7 人 

ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 

ぐ 和 Hat : エン ジニ ア 、 き Te : 医者 、 さ 1 : 友達 、3T : 政治 家 、Tsq : 携帯 電話 、sTT 寺 : ビジ 

ネス マン 

① 半 Te て 

② gT stT き 


③ as TeTTT 吊 き | 
④ 3 3TeHTTHT 
⑤ qq 村 wTf 

⑥ ゃ sl 

の に に IIKSE:1 


第 1 課 一 名 詞 と 名 詞 述 語文 
⑧ 本 13TT 
⑨ す sf てき | 
⑩ オ afeTT 
⑪ 45 Ts 
⑫ q る 
⑬ 生き | 
(上 EE 
⑯ る THT Te て き | 
⑯ aT ThT 3TT 人 9 き 
⑰ qH qhT 條 gr 定 逢 l 
⑱ qaTTT き | 
⑲ す qm る TH き | 
⑳ sTqT 守 き T き 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


付 s : 命 、 呈 T : 床 、T : 私 の (も の ) 


① ヴァ ル マ ー さ ん は 医者 で す 。 


HI 
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② 


③ 


④ 


⑤ 


⑲⑫ 


⑬⑲ 


モー ディ ー さ ん は 政治 家 で す 。 


maT 


太郎 は エン ジニ ア だ 。 


RIKAI 


ラテ ラーム は ビジネ スマ ャ ツン だ 。 


私 は アー ナン ド ・ シ ジ シャル マー で す 。 
adS THT | 


あな た 方 は ビジ ネス マン で す 。 


3a1T IT 
アン ジャ リ 、 あ ん た は 学生 よ 。 


あん た た ち も 学 生 だ 。 


彼 は ラー ム で す 。 


gsj 


彼ら は ビジ ネス マン で す 。 


4 qHT 


こち ら は アン ジャ リ で す 。 


オ 


第 1 課 一 名 詞 と 名 詞 述 語文 
⑭ こち ら の 方 々 は 先生 で す 。 
IT 


⑮ あの 方 は シャ ル マ ー さ ん で す 。 


⑯ この 方 は モー ディ ー さ ん で す 。 


⑰ お 前 は 俺 の 命 だ 。 


IV. 育 否 疑問 文 と 応答 
① ヴァ ル マ ー さ ん は 医者 で すか 。 
T Hi sTer き ? 
は い 。 ヴァル マー さん は 医者 で す 。 
半 誠 , 


②⑧ モー ディ ー さ ん は エン ジニ ア で すか 。 


いい え 、 モ ー デ ィ ー さ ん は エン ジニ ア で は あり ませ ん 。 


半 ai Ta 守 sfHHr m 半 き | 
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⑧③ 太郎 は エン ジニ ア で すか 。 


は い 、 そ う で す 。 太 郎 は エン ジニ ア で す 。 


④ ラー ム は 学生 で すか 。 


いい え 。 ラ ー ム は 学生 で は あり ませ ん 。 ( 彼 は ) ビジ ネス マン で す 。 


V. 疑問 詞 im「 誰 」、 き m「 何 」 を 用 いた 疑問 文 


eqH : ペン 、 人 二条 : 窓 、sqT : テー ブル 、 表 特 : カバ ン 、 本 : 机 
① あな た は どなた で すか 。 

3IT 生生 き ? 

私 は ラー フル ・ ヴ ァ ル マー で す 。 (私 は ) 医者 で す 。 

_ gd IT 誕 | 0 0 WW べべ 
② あの 方 は どなた で すか 。 


E| 


あの 方 は 、 モー デ ィ ー さ ん で す 。 (あの 方 は ) 政治 家 で す 。 


③ あん た は 誰 な の 。 


私 の 名 前 は アン ジャ リ よ 。 (私 は ) 学生 よ 。 


て T TH 


④ 彼 は 誰 で すか 。 


憲和 き 7 59599 WW 
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彼 は 太郎 だ 。 ( 彼 は ) 僕 の 友達 だ 。 


⑧⑤⑥ これ は 何で すか 。 
48 FT に 関 4 
これ は イス で す 。 


3T ヤ キモ キモ キキ 5 キモ キモ エモ 558 モミモミ キョ キヤ ヘリ ヤリ ン い wmpwpmp キ p==・ 


⑥ あれ は 何で すか 。 
4 る 


あれ は 机 で す 。 


第 2 課 一 形容 詞 と 形容 詞 述語 文 


I. 形容 詞 の 変化 を 練習 し まし ょ う 。 


NN ヾ 


NN ヾ 


且 計 DR 男性 ・ 複 数 形 | 女性 ・ 単 数 形 | 女性 ・ 複 数 
sl : 良い 3 セ 避 Eco ass 
qt : 美しい 。 き れい な RES4 RES4 EK 


NN 
マン 


る * : 正しい 、 元 気 な 
mg : 高価 な 
cdT : 安い 

Y 本 : 熱い 

る sT : 傘 た い 

qqT : 長い 、 背 が 高い 
qsl : 大 きい 、 年 上 の 
leT : 小さ い 、 年 下 の 
amdIT : 簡単 な 
afSs : 難し い 


cTNT : か わい い 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


あ qT : 高い 、 ヨ IT : チャ ー イ (お 茶 ) 、 ゴ : 物 、 さ FT : あん た 君 の 、qTTT : 水 、qETS : 山 、 
dg : と て も 、' き : 兄弟 、 情 寺 : ヒン ディ ー 語 


UE: に JE 衣 
② gT gs 地 き | 


③ sa et 
④ Ta す * 


第 2 課 一 形容 詞 と 形容 詞 述語 文 
1 
⑥ ゃ ari 
⑦ 引 | 
⑧ 紅き 
⑥ 記 に 51 に 
⑩ q 避 で る 
⑪ き q 村 き | 
⑫ すき mr 
(5 件 EcEIKSIul 
⑫⑭ JCT 5 gd 必 leT き | 
⑮ セ 慎二 守 き 
⑯ 5 TITT ag TH 
⑰ 呈 81 還る 
⑱ 3 TH 本 き | 
⑲ 5 RT きる T 


⑳ する rel ST 本 
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III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


生 : 英語 、qT : 犬 、 す HgT : 辛い 、RsTT : 人 力 車 、TeqT : 痩せ た 、TmTT : バカ な 、4 き 4 : 
娘 、sTssTST : 辞書 、qsT : 野菜 も し く は 野菜 炒め 、 征 : 清潔 な 、f9rart : 賢い 


① ヴァ ル マ ー さ ん は 元気 で す 。 


モー ディ ー さ ん は 背 が 高い で す 。 


③ 英語 は 難し いで す 。 


隊 


この 辞書 は と て も 高 1 


⑤ あの 犬 は 痩せ て いま す 。 


この 野菜 炒め (サブ ジー) は 辛い で す 。 


⑦ あの 道 は と て も 広い 。 
この リキ シャ は 清潔 で す 。 
⑨ 私 の 娘 は と て も 賢い で す 。 


あの 人 た ち は バ カ で す 。 


第 2 課 一 形容 詞 と 形容 詞 述 語文 
IV. 対話 の 練習 


① アー シャ ー (3TsITT) さん は 美しい で すか 。 


川 レ 


MIUy 


は い 。 美 し いで す 。 


② モー ハン (Tsgr) は 背 が 高い で すか 。 


いい え 、 モ ー ハ ン は 背 が 高く あり ませ ん 。 ( 背 が ) 低い で す 。 
才 1 すき | 


③ 太郎 は 痩せ て いま すか 。 


いい え 、 太 郎 は 痩せ て いま せん 。 太っ て いま す 。 
し 6〈6%W《〈〔〈《〈) af き | 


④ この 犬 は か わい いで すか 。 


いい え 、 そ れ ほ どか わい く あ り ま せん 。 


V. 疑問 詞 計 qrT「 ど の よう な 」、〒j-T「 ど の よう な どちら の 」 を 用 いた 疑問 文 


半 -TT : 経済 学 、T<dT : 人 、 率 TH : ケチ な 、THT : 病気 の 、qT : 赤い 、TqT : 一 の (人 、 
物 、 一 屋 ) 、 居 て : セー ター 


第 2 課 一 形容 詞 と 形容 詞 述語 文 
① これ は 何 の (どん な ) 本 で すか 。 


定 和 - 守 [ ] き ? 


これ は 経済 の 本 で す 。 


[ ] 灯 rm き l 


② あな た の 弟 は どちら で すか 。 
3HT 呈 [ TS [ | 半 革 


あの 赤い セー ター の ( 男 ) で す 。 


8 [ ] sq3< qqT き | 


⑬ 彼 は どう で すか 。 元気 で すか 。 


いい え 、 彼 は 元気 で は あり ませ ん 。 病 気 で す 。 


④ いか が で すか 。 (あな た は 元気 で すか 。) 
IT 


は い 。 と て も 元気 で す 。 


⑥ あの 人 は どん な 人 で すか 。 
5 キヤ や ヤ や ヤミ = ミネ ト ヤ や や や キヤ 15『 


あま り い い 人 で は あり ませ ん 。 ケ チ で す 。 


VI. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


RT TH RT SIHT 乱 5 RdR 呈 [ 生き SH 本 齋 Tr mt, 
Ha, 下 すす, RT E+, 3H5 TI JR SH あす 下 fr 症 信 sam や 
1 ma 寺 半 eaTfReT き | 主導 TeTIehT き lf HI Te 


第 2 課 一 形容 詞 と 形容 詞 述語 文 
す fssrst き l RT GS5 Ts T 乱 慌 邊 Ts grf 知 和 T 
Gs SI 中 TET 訓 本 屋 乱 生計 


ー 


P。 っ St 計 ト S、 共 S、 
LU 0 
DLULT Ua 
| ささ で 1 計 
IiW 旧 WW 
Lc 1 
ERR を 1 


(WTN ( い 
RNNNA い 


ま 4* 
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!. 動詞 の 現在 形 を 理解 し まし ょ う 。 
1. 動詞 の 未完 了 形 を 学び まし ょ う 。 


冬 書 形 協 性 ・ 単 数 形 | 男性 ・ 複 数 形 | 女性 ・ 単 数 形 | 女性 ・ 複 数 形 
TaT : 行く TdT 生 TdT TdT 
き qqT : 見 る Exckll EKcKI き gdT き gdT 
TdT : 食べ る 
qrdT : 聞く 
aqT : 来る 
IT : 寝る 
3eqT : 起き る 
qqqT : 話す 
iT : 飲む 
<TT : する 
qqT : 取る 
き qT : 与え る 
2. コピ ュ ラ の 現在 形 変化 を 学び まし ょ う 。 
辞書 形 和 TT | 男性 及び 女性 ・ 単 数 形 | 男性 及び 女性 ・ 複 数 形 
人 称 1 2 3 1 2 3 

いる プ あ る ノ プ だ | 語 き き き き 計 / き き 


1) ヒン ディ ー 語 の 現在 は 動詞 の 未完 了 形 に コピ ュ ラ 動詞 の 現在 形 を 付け て 表わす 。 

2 本 語 の 断定 の 助詞 「 だ 」 の 機能 も 併せ 持つ 。 

38) 2 人 称 複数 形 の 二 つ の 形 は 2 人 称 代名詞 さ T/ sm に 対応 する 。 

4) 層 f 等 の 否定 辞 を 伴う 場合 は 、 コ ピュ ラ の 現在 形 は 通常 脱落 させ る 。 例 : fmTqT ⑳)(。 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


adt: し ば し ば 、 よ く 、sTH : マン ゴー、 証 - 衝 : 時 々 、 生 TH : 仕事 、 衣 qaT : 遊ぶ 、eTdt : オ 
フィ ス 、faeT : デリ ー、 : 遅延 ( 夫 す : 遅く に 、 遅 れ て ) 、T[ : 双方 、 全 qaT : 出る 、 


第 3 課 動詞 と 動詞 述語 文 [現在 形 」 


IMH : 番組 、 衝 cn : 映画 、 和 gr : 姉 ノ 妹 、 3 イ : ラジ オ 、 で TTY : 毎日 、TT : 夕方 、dS : 道 
路 、R : 学校 、 き H%IT : いつ も 


① 半 edr TdT 計 | / 圭 cHhTdTg| 

② gm ITT 台 IT き | / Ta IT 

③ am 信 fc sg す / am 本. 町 . き q 二 き | 
④ 3T 8qT ST すき Tl / で T 半生 和 T-qT THT TdT 1? 
⑤ sd T&T sqT き | 

⑥ ゃ *q ST る 2 

(⑦ 5 egT 呈 TT TTYdT (⑧| 

⑧ 生 て で で す 3odT 

⑨ RT TS 古 T-T 信 Tb adT き | 

⑩ rgltT go 本 本 本 生生 TdT | 

⑪ gHT さ IdT TTT 征 「 生 すき | 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


串 dsT : 服 、 怠 さ : 自分 で 、 き qqT : 見 に 行く 、gTqT : 洗う 、Y : 徒歩 で 、qqTqT : 作る 、 
aqTmT : 呼ぶ ( 得 T seTmT : 夕食 に 招待 する ) 、qTqT-THqT/HT-aT : 両親 、 倫 林 付 Te : 大 学 
(また は YY) 、 下 qqT : 習得 する 、 て T : 寝る 


① ヴァ ル マ ー さ ん は 夜 9 時 に ご 飯 を 食べ ます 。 


第 3 課 動詞 と 動詞 述語 文 [現在 形 


② あな た は いつ も 何時 に 寝 ま すか 。 


③ 私 の 息子 は ヒン ディ ー 語 と 英語 を 習っ て いま す 。 


③④ 私 は いつ も バス で 大 学 へ 行き ます 。 


⑤ お 前 の 犬 は 時 々 道路 で 遊ん で いる 。 


⑥ 僕 は 自分 で 服 を 洗い ます 。 


⑦ 私 の 妹 は 毎日 ご 飯 を 作り ます 。 


⑧ 毎週 日 曜日 に 私 た ち は 映 画 を 見 に 行き ます 。 


⑨ 私 は 毎日 歩い て 学校 に 行き ます 。 


⑩ うち の 両親 は よく 友達 を 夕食 に 招待 し ます 。 


IV. 対話 の 練習 


THT : 著 さ 熱さ 、qIX : 二 度 、aT : 禁止 の 、gT : メト ロ 、Tfas : ボリ ウッ ド 、qTwT : 
約 、 て 頃 、l< smT : 帰る 、q 本 : 年 に 、 fas : ハリ ウッ ド 


① 太郎 さん は 日 本 で は 夜 7 時 に ご 飯 を 食べ ます か 。 


第 3 課 動詞 と 動詞 述語 文 [現在 形 


は い 。 夜 7 時 頃 に 食べ ます 。 


② モー ハン は ハリ ウッ ド 映 画 を よく 見 ます か 。 


いい え 。 ハ リウ ッ ド 映画 は あま り 見 ませ ん 。 ボ リウ ッ ド 映画 を よく 見 ます 。 


③ 綾 さ ん は 時 々 日 本 へ 帰り ます か 。 


は い 。 一 年 に 二 度 帰り ます 。 


④ この 犬 は いつ も ここ で 寝 て いる の で すか 。 


は い 。 い つも ここ で 寝 て いま す 。 著 いか ら で す 。 


⑤ イン ド で は 皆 メ トロ の 中 で 、 携 帯電 話 で 話 を し て いま すね 。 


は い 。 日 本 で は メト ロ の 中 で は 携帯 電話 で 話す の は 禁止 で す よ ね 。 


V 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 
す RT das 6 dg 刀 7 守 TSql 定 邊 le 7 Se Td 
qRTIH 9 寺 可 12 mh gl 委 計 る sq 生 md ad 刀 民 層 | 2 時 


1 コピ ュ ラ 未完 了 形 コピ ュ ラ 終止 形 は 、 不 変 の 真理 ある い は 普遍 の 真理 (コミ ュ ニ ティ や 仲間 内 で の 一 般 常識 ) を 表わす 
場合 に 使わ れる パタ ー ン 。 
321 計 に 同じ 。 
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で hf dd き 全て き H IT 中 HI 9 邊 es cl 3 市 吊 ROT 代 T 本 RT 
台本 訓 下 寺 dd 志和 刺 THT 3 際 主 本 本 半 委 逢 で 音 
3 eq 員 IT df 7 Td7 Nd [TdTIdT 和 gidT HId He 
EMIIEKSCGIBS に KCIEIKCIEEE:kI に SIRI 了 い CS に IEEYIKIEKSIK に SEI に! 
ed GT き iqP き RT fa 


IX 本 「 一 緒 に 」。 


4 っ 志 征 IXOT「 て の 理由 で 、 て の た め に 」。 文法 概説 10.8 を 参照 。 
5 「 そ れ か ら 、 ま た 」。 

@ っ 員 IT「ー と 一 緒 に 」。 文法 概説 10.8 を 参照 
7qTwHT に 同じ 。 


8 日 本 語 の 「 こ する 時 (に ) 」 を 表わす 。13 課 を 参照 
9 上 記 注 1 に 同じ 。 


1. 


TI. 


コピ ュ ラ / 存 在 動詞 の 過去 形 


コピ ュ ラ ブ ノ 存 在 動詞 の 過去 形 変化 を 学び まし ょ う 。 


女性 ・ 複 数 形 


ト 、*Tfem : カレ ッ ジ (大 学 ) 、T_T : 


at : 他 の 、*J : 会 利 
子 の 名 前 ) 
IT-HH て : 始 と 男 、qg : 朝 


① < Tr de 村主 付 TT 町 | 


、SIT : 


④ sm 条 mTdT agd et 呈 | 
⑤ る 3YT TH CT TI 
⑥ sTs q5 sdT 町 ? 


(⑦ 45 3 征 TH 吊 <dT TI 


② 8 uf TH 条 生 二条 CdT 町 | 
③ TdT 5 esTg て hf 十 dgdT 呆 | 


⑧⑨ sl4[ 守 で ag edT SodT | 
⑨ qrT eic 中 -*T TaTdT TcT gdT TI 


食べ 物 / ノ ご飯 、aT 


酵 書 形 一 過去 形 男性 ・ 単 数 形 男性 ・ 複 数 形 女性 ・ 単 数 形 
だ うだ っ た T 衝 基 
いる っ いた T Pi Pl| 呆 
ある っ あっ た T 守 Pl 
※ コピ ュ ラ / 存 在 動詞 と 同じ qrT「 な る 」 動 詞 は 別 変 化 (後述 ) 。 
ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


: ギー タ ( 女 の 


父方 の 祖母 、TTg て : 有名 な 、qTqT : 持っ て くる 、 ヨ IT : 戻っ た (状態 の ) 、 
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⑩ rglt gd 2ITH 呈 [ 避 : 本 て HH sdT 親 | 
Q⑪ 3 9 市 g1 可 q 7 
⑫ aq TH-Gr 市 fr 台 mT qrdT 親 | 


III. 存在 、 所 有 に 関す る 表現 、 出 身 や 年 齢 を 尋ね る 表現 


aq.…Taf: も う ・・・ な い 、semTT : 戸棚 、g : 場所 、sTypleT : 写真 、ST : 引き 日 


さ T : 友達 、Tg : 以前 (に ) 、 窟 : 木 、mfTmT : 庭 、 和 cd : 猫 、FTmT-m : 映画 館 


① 机 の 上 に 本 が 三 冊 あり ます 。 誰 の で すか 。 


ラー ム の で す 。 戸棚 の 中 に も ラー ム の 本 が 他 に 二 冊 あり ます 。 


② この 引き 出し の 中 に 何 が あり ます か 。 


この 引き 出し の 中 に は 私 の 写真 が あり ます 。 


③ この 場所 に は 何 も あ り ま せん ね 。 


は い 。 以前 は ここ に 映画 館 が あり まし た 。 し か し 、 今 は も う あ り ま せん 。 


④ あの 庭 に は 木 が 10 本 あり ます 。 何 の 木 で すか 。 


あれ は すべ て 楼 の 木 で す 。 イ ンド に は 桜の 木 が あり ます か 。 


ロ 
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⑤ 机 の 下 に 猫 が 二 匹 いま す 。 あ な た の で すか 。 


いえ 、 私 の で は あり ませ ん 。 友達 の で す 。 


⑥ あな た は 車 を 持っ て いま すか 。 ( 三 あ な た と ころ に は 車 が あり ます か 。) 


は い 。 私 は 二 台 車 を 持っ て いま す 。 


(⑦ あな た は お 時 間 あ り ま すか 。 


いい え 、 私 は 今時 間 が あり ませ ん 。 


⑧ あな た は どこ の ご 出身 で すか 。 
31T T 本 き ? 


私 は デリ ー の 出身 で す 。 


⑨ あな た の お 父さん は 何 歳 で すか 。 
3aT 訓 HHT 寺 人 TIT 皇 き ? 


私 の 父 は 50 歳 で す 。 


⑩ アー ナン ド 、 お 前 は いく つ 。 
3 で, 3J fd き ? 
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IV. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


a : 今 プ も う 、 き TH d 征 : 今 ま で 、SJ THT : あの 時 、 呈 THT : 同僚 、YT : 洞窟 、emieThf : 
学 、 合 m : へ ビ な ど が 住む 穴 、THTr : 荷物 


国 


① サク セー ナー さん は カレ ッ ジ の 先生 で し た 。 


qdql 


② シヴァ ・ ア グラ ワー ル は 私 の 弟 の 同僚 で し た 。 
[9I4 りす | 


9) サク セー ナー さん の 選手 は 、 エ 工学 を 学ん で いま し た 。 


④ 10 年 前 、 こ こ に は 映画 館 が あり まし た 。 


⑤ あな た の 荷物 は ここ に あり まし た が 、 今 は も う あ り ま せん 。 


⑥ ラジ ェ ー ン ドラ (TS) 、 あ ん た 今 ま で どこ に いた の 。 


⑦ 私 は 車 を 一 台 持 っ て いま し た 。 


⑧ あの 時 、 彼 は 何 も 持 っ て いま せん で し た 。 


⑨ この 穴 の 中 に は 何 が いた の で すか 。 


部 屋 に は 机 が 2 つ あ り ま し た 。 
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V. 対話 の 練習 


作 mY : 岸 ノ 端 、TT : ドラ マ 、 [ : 川 


① シャ ル マ ー さ ん 、 あ な た は 日 本 で は 夜 何時 に ご 飯 を 食べ て いま し た か 。 


だ いた い 夜 8 時 頃 に 食べ て いま し た 。 


⑮ 


モー ハン は どん な テレ ビ 番 組 を よく 見 て いま し た か 。 


役 は ドラ マ を よく 見 て いま し た 。 


③ ラジ ェ ー ン ドラ さん は 時 々 イン ド へ 帰っ て いま し た か 。 


は い 。 一 年 に 一 度 だ け 帰 っ て いま し た 。 


④ 子供 の 頃 、 こ の 犬 は 僕たち と 一 緒 に いつ も 川岸 で 遊ん で いま し た か 。 


は い 。 い つも 僕たち と 川岸 で 遊ん で いま し た 。 


⑤ 15 年 前 、 私 は 12 歳 で し た 。 


へ え 、 今 は 何 歳 な の で すか 。 
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VI 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 

qa 本 証 き RISItqT 本 GEd 首 填 gd Hfcf (dr) 親 | ST Ta 
Haicdi 引責 T SEcffsR 尿 束 TH 本 GedT 彼 計 SH あ 9eT 
で icT rd 昨 。 TIG5 SHRT GR き HR RI ゴ RT 

qIHet 本 hcT acH きけ 訓 I き H EK Id id 放 S 半 de 
IS TH GS 生 本 TdT ss* ddqfeT (baseball) TH TH Ad 
3ReH sissqT dshs-dssls! aT et-SdH cd 呆 


19 鬼ごっこ 


1 か くれ ん ぼう 
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コピ ュ ラ ン ノ 存 在 動 詞 プ ナル 動詞 の 未来 形 、 動 詞 の 命令 ・ 依 頼 形 


I. 以下 を 理解 し 練習 を し まし ょ う 。 


1. コピ ュ ラ ン ノ 存 在 動詞 ナル 動詞 の 未来 形 変化 を 学び まし ょ う 。 


酵 書 形 つ 未来 形 性 ・ 単 数 形 男性 ・ 複 数 形 | 女性 ・ 単 数 形 | 女性 ・ 複 数 形 
だ っ だ ろ ろ EAIUKII き glsm)/R | 穫 sfghft sfghT 
いる っ いる ( だ ろう ) | 5TWgmr glsm)/gR | 穫 sTghft sfghft 
ある っ ある ( だ ろう ) | 尋 35WghT る gT(gT3TT) 太 | 本 5UgTT glstWgh 
な る っ な る ( だ ろう ) | 慎 5rgTm IGEIRUGII 間 JE2II7IKII sfyghT 


1) 
2) 


人 称 
列 


) 内 の 形 は 、 女 必 


代名詞 に 応じ た 変化 形 の 詳細 は 、 文 法 概説 の 4 動詞 の パラ ダイ ム の 未来 形 を 参照 。 
の 男性 ・ 複 数 形 の 前 者 は で H に 対応 する 形 。 


E・ 複 数 形 の 本 sf に 対す る 形 。 


2. 動詞 の 命令 ・ 依 頼 形 の 練習 を し まし ょ う 。 
辞書 形 の の 束 | 本 に 2 2 
な 相手 用 ] い 相 手 用 ] 
rmT : 行く maT mISG slksAll 
ar : 見 る き q ロ agT afar EEMAUU 
IT : 食べ る 
qrdT : 聞く 
adT : 来る 
ITT : 寝る 
3eqT : 起き る 
aqqT : 話す 
中 T : 飲む 
呈 xdT: する 
qq_T : 取る 
き qT : 与え る 
1) * は 一 部 不 規則 変化 。 
2) qT は 禁止 命令 の 意 。 す は 丁寧 な 柔らか い 禁 止 。 


3) 


各 動 詞 の 辞書 形 を 命令 表現 に 使用 


可 。 
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II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


ae て : 中 (に ) 、rdg : 試験 、 さ で てき ST : [ 州 名 ] 、〒mTHqT : 成功 の 、 可 %T : 嬉し い 、 マ qq : 
選挙 、 可 St : 必ず 、 民 STT : 心配 し た (状態 の ) 、TTT : 合格 し た 、 征 TJqT : 利益 、wTqT : 毎 
、TTH : 体 換 、9TT4T : 結婚 式 、sTHHq : 参加 し た 


① 民 豆 sr gTT 1 

② く o%《 本 mmTgTT ? 

(3③ き T Th 人 ST 吊 IH4Td 8 | 

④ sqTT amT 逢 am 守 性 mr 条 丁 TT ? 
⑤ THmTdT ぃ ae ITH 本 で 1 生 [ 征 4S 8 1 
⑥ St JST (本 . 穫 .) Ta gTT | 

⑦ shT rg 本 HI で | 本 S て TH gTTTI 
⑧ smT 3TTc 丁半 本 IT 吊 「 あ YT | 

⑨ 刊 T-dT TIaT&cT JTST 5 ghTT ? 

⑩ sr dr す mT 呆 Ts 寺本 TFT き TT? 

①⑪ am さて saTSUI 

⑫ af md ao1! 

⑪⑬ gr TI 


⑭ と T 本 IT 年 可 生 CTT| 
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⑪) TH 可 cH 呈 TI 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


aqtlid drHcTd : 国際 会 議 、 せ HT : その よう な (こと ) 、 訓 仁 C : の た め に / に と っ て 、 可 TT : 

悪い こと 、 情 fe : 心配 な 、 生 : 正しい 、 良 い 、 吊 : て まで 、dqGTS : 薬 、qT : 10 番目 の 、 
き T : 国 、 邊 TH : 共同 組合 、qXT : 明後日 一 昨日 、c : お 腹 、 ポ Tets : ベン ガル ー ル ( 旧 バ ン ガ 
ロー ル ) 、 wRdia 太 stqrff : イン ド 人 、 TcT : 道 、 足 %T : 駅 、 き sqlct : スト ライ キ 


ン 


回 


① ヴァ ル マ ー さ ん の 息子 は 試験 に 合格 する だ ろう 。 


② 明後日 、 私 の 家 に 来 て くだ さい 。 


③ この 仕事 は 私 に と っ て 難し いで し ょ う 。 


④ 駅 まで の 道 を 教え て くだ さい ませ ん か 。 


⑤ 乱 た ちの 国 で は その よう な こと は な いで し ょ う 5。 


⑥ あの 人 た ち は 皆 イン ド 人 だ ろ 2。 


⑦ 明後日 、 バ ン ガ ロー ル で この 第 10 回 国際 会 議 が 開か れ ( 王 あり ) ます 。 


⑧ 組合 の スト ライ キ は いつ 終わ り ま すか 。 


⑨ この 薬 で お 腹 の 悪 い の は よく な る で し ょ う 。 
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あな た の お 母さん は 心配 され て (心配 に な っ て ) いる で し ょ う 。 


IV. 対話 の 練習 


IT : 今年 、HTT / 証 aT : 授業 、TT cfT : ガン ジー 生誕 祭 、 ヨ TT : チャ ー イ 、 選 | : 休日 、 
dt aest : 10 月 13 日 、TTT : 警察 碧 、TqT 人 本 : ナ ヴ ァ ラ ト リ 祭 、dTT : 時 間 、fR で : タバ 
コ 、 圭 上 : 真っ 直ぐ (に ) 、 集 gK : どちら (どっ ち ) 、3& : あちら (あっ ち ) 


① 明日 は 授業 は あり ます か 。 


いえ 、 あ り ま せん 。 ガ ンジ ーー 生誕 祭 で 休み で す 。 


② 駅 の 中 で タバ コ を 吸わ な いで くだ さい 。 


あ 、 す み ま せ ん 。 知 り ま せん で し た 。 


⑧③ チャ ー イ を 作っ て よ 。 


いや だ よ 。 時 間 が な いん だ か ら 。 


④ 今年 は ナ ヴ ァ ラ ト リ 祭 は いつ か ら 始 まり ます か 。 


10 月 18 日 か ら 始 まり ます 。 
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⑥ すみ ませ ん 。 警 察 署 は どっ ち で すか 。 


あっ ちら で す 。 こ こ か ら ま っ すぐ 行っ て くだ さい 。 


V. 日 常 生活 で 使わ れる 決ま り 文 句 を 覚え まし ょ う 。 


【 単 語 型 】 
ダダ 可 : 十 分 芝 も うい い 、 分 か り ま し た cf. 民 私 : いい 加減 に する 


3 で ssT : 良い う ( 青 ) な る ほど 、 そ うか 
( 疑 ) そう な の ?、 へ え ? (語尾 の 抑揚 2 ) 
る] 員 / 古き | : 正しい う ( 青 ) よし 、 了 了解 、 分 か っ た 、 分 か り ま し た 
( 疑 ) いい ? 、 分 か っ た ? (語尾 の 抑揚 2 ) 
He : 熟れ た 志 ( 育 ) 絶対 に 、 間 違い な く 、 ( 疑 ) 絶対 に ? (語尾 の 抑揚 2 ) 
leql : 素晴らし い うう すごい!、 い いね !、 (調子 が ) 最高 ! 


G dc / 1 HIde / せき : 1 分 の 2 分 1 秒 用 ちょ っ と 待っ て (くだ さい ) 


【 動 詞 の 命令 形 型 】 (日 本 語 の フィ ラー 相当 ) 
避 11 / 名 TS : 放せ ノ 放 し て ラ 忘れ て 、 も うい い cf 古き 村 / 研 き 革 和 Sr (10 課 参照 ) 
き qT / さき : 見 ろ ノ 見 て う いい で すか (見 て くだ さい ) 、 あ の 一 、 ね え 、 え ー っ と 
1 / TS : 取れ 取っ て う ほら 、 さ あ 、 ど う ぞ (取っ て くだ さい ) 

STT / FT : 開け ノ 聞 いて うう すみ ませ ん (聞い て くだ さい ) 、 あ の 一 


【 否 定 文型 】 

TdT TgT : 情報 (知識 ) が な い 知ら な い 、 分 か ら な い cf mmqHaf (8 課 
叶 下 I4GT Til : 利益 が な い 、 得 が な い 、 し ょ う が な い (意味 が な い ) 

古代 Td TSTI : 何 の こ と は な い うう 気 に し な いで 、 心 配 し な いで 


選 
NN 
層 


【 反 語 型 】 (単なる 疑問 文 と し て も 使用 可 ) 
3 IT? : それ で 何 か う だ か ら 何 な の 、 当 た り 前 で し ょ う 、 他 に 何 か し よ う が あ る ? 


RT IT き ! : 何 の 話 か うう 何と いう こと !、 信 じ ら れ な い ! 


第 5 課 コピ ュ ラ ノ 存 在 動詞 ナル 動詞 の 未来 形 、 動 詞 の 命令 ・ 依 頼 形 


Ta12 : な ぜ そ う で は な い の か ラ も ちろ ん 
FT Hded (⑧)? / (3 T) He JHT き ? : どの よう な 意味 か ? 人 う (それ っ て ) どう いう 


意味 ? 


課 動詞 の 単純 過去 形 と 進行 形 


I. 以下 を 理解 し 練習 を し まし ょ う 。 


1. 


2. 


動詞 の 一 般 過去 形 を 練習 し まし ょ う 。 
辞書 形 つ 過去 形 協 性 ・ 単 数 形 | 男性 ・ 複 数 形 | 女性 ・ 単 数 形 | 女性 ・ 複 数 形 

aqT : 来る つ 来 た ST 3G (3 す ) EECICID EIEWCIEI 
IdT : 食べ る 
町 qT : 洗う 
き qqT : 見 る さ qT Etc さ qT さ qT 
qrmT : 聞く 
fraaT : 書く 
qTT : 行く TI 民 () UESUCI リ MEIGkIU) 
串 cTT : する IE EL 四 4EW En Enl 
qqT : 取る faqT 叶 ll 
き qT : 与え る fa (f す ) 
呈 T : 飲む IEEII 
記 TT : 触れ る 避 和 T EN 選 き 選 き 


動詞 の 現在 進行 形 と 過去 進行 形 を 練習 し まし ょ う 。 

辞書 形 つ 現在 進行 形 協 性 ・ 単 数 形 | 男性 ・ 複 数 形 | 女性 ・ 単 数 形 | 女性 ・ 複 数 形 
arT : 来る 3 て ET きき UK 3 て 「 8 KU た 
IdT : 食べ る 
TdT : 行く 
き maT : 見 る qt8T ほ | SS る gl | qtl&& | さき 赴き 串 
qrmT : 聞く 
ffgaT : 書 

酵 書 形 つ 過去 進行 形 男性 ・ 単 数 形 | 男性 ・ 複 数 形 | 女性 ・ 単 数 形 | 女性 ・ 複 数 形 
aqT : 来る aT ET 町 ID! saT て &l 呆 IGE 
IT : 食べ る 
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4. 


TdT : 行く 
さき aqT : 見 る さて 8T T さす て る 半 きみ て el 呆 きみ て 8 定 
qrmT : 聞く 
fsfaaT : 書く 
1) 現在 進行 中 の 出来 事 に 使用 され る 。 
2) 現在 進行 形 は 近接 未来 を 表す こと も ある 。 ( 例 : 今 か ら て する と ころ ) 


動詞 の 完了 形 (一 般 過 去 形 と 同じ ) と コピ ュ ラ (日 本 語 の テ ・ イ ルン アル 相当 ) 


A. 


B. 


C。 


完了 形 十 コピ ュ ラ 現在 
a. 革 和 g1 THT| 
「 僕 は ここ に (も う ) 来 て いる 。 ン 来 た こ と が ある 。」 

b. 本 計 て 征 [ ITT qqTTTT き | 

「 母 は 脆 御飯 を 作っ て いる ( 王 母 に よっ て 晩 御飯 が 作っ て ある ) 。」 


完了 形 士 コピ ュ ラ 過去 

a. 二 gt 3T4T T| 

「 僕 は (過去 の ある 時 点 で 既に ) ここ に 来 て いた 。」 

b. 本 て 各 TTT amTTT TI 

「 母 は 晩 御飯 を 作っ て いた ( 三 晩 御飯 が 作っ て あっ た ) 。」 


完了 形 寺 コ ピュ ラ 未 来 (推量 表現 ) 

a. 8 3RIT 8qT ghTTI 

「 彼 は アー グラ に (も う ) 着い た (着い て いる ) 十 だ ろう 。」 
b. 本 て 第 ITT TI4T 8RTTI 

「 母 は (も う ) 晩 御飯 を 作っ た (作っ て いる ) だ ろう 。」 


※ 現在 時 制 や 進行 形 の 場合 も 文 本 の コピ ュ ラ が 未来 形 の 場合 は 、 


節 連接 (日 本 語 の テ 形 、 テ 形 十 か ら 、V な が ら 、V まま に 相当 ) 


A. 動詞 語 埋 -* ( デ 形 プ し て か ら 」) 


a. HIgT 寸 HHT IT て Th<T 町 | 

「 モ ー ハ ン は 、 映 画 館 に 行っ て 新作 の 映画 を 見 た 。」 
b. TT <qT 名 IT て TSI 

「 母 は 薬 を 飲ん で 寝 まし た 。」 


相 


E 量 を 表わす 。 
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c. TL す TTT て キ TE て 付 * 慎 | 


「 叔 父さん は 準備 し て 出かけ まし た 。」 


B. 未完 了 形 填 コ ピュ ラク 完了 形 (「 し て し な が ら 」) 


Aa 和 mf 吾 用 ra 


「 僕 は ヴァ ル マ さ ん の 方 を 見 て 言っ た 。」 


「 役 は 微笑 みな が ら 話 し た 。」 


C. 完了 形 コ ピュ ラ 完 了 形 (「 し て ノレ し た まま 」) 
a. 革 中 Ye で su GT 町 
「 僕 は ソフ ァ ー の 上 に 横 に な っ て 寝 て いた 。」 
b. THTTgIT 本 RC gd 町 


「 如 使い は 荷物 を 手 に 持っ た まま 立っ て いた 。」 


1) 完了 形 (完了 分 詞 ) は 動 市 語幹 に -T(-sT), -3(-G), - 末 (-$) を 付け た 変化 形 の こと 。 文法 概説 の 4.1. を 参照 。 
2) 未完 了 形 (未完 了 分 詞 は 、 動 詞 語幹 に -T, - す , -T^ を 付け た 変化 形 の こと 。 文法 概説 の 4.1. を 参照 。 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


Ar 


HT Tr : 時 間 通 り に 、 和 HHT-gf : 映画 館 


① て TH mc SE TTI 

② THTT TU 生 

③ 闘 sm 和 adT da 宮家 届 | 

④ 恒 村 Tr rrT 和 克 き TI 
⑤ る HI sm dg さて d* TI 5 旬 | 
⑥ 3 抽 , て H ma TSc 村 dd sT3? 

⑦ amT 穫 す * マ sTT 系 5 TFT deh 
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⑧ 届 本 結 す Te Td a 土 和 TqT 作 Tl 
⑨ *Trd 和装 生き | 
⑩ さき 9 YYT きせ 可 所 TS 市 gl 
⑪ gm hf す famT-gT 本 Tfwas fm hc 町 | 
(⑫ る HIT [本 事 丁 有 す T 和 < HIHT T て gT TI 
⑬ 貢 T 半生 刺 本 和 T 東 稚 配 情 詩 f 還 逗 提 
⑭ aT 年 衝 て sqT 「 征 qT? 
⑮ Tr * fa TSqT am 本 | 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


て 率 THT : の 目 の 前 に 、^ 訓 () Te : て する 前 に 、^ 訓 T8T : て の と ころ に 、T : バナ ナ 、 
双 sTgidT : 立つ 、 可 qqT : 遊ぶ 、 信 qrmT : 見 せる 、<xqTmT : ドア 、s : ミル ク 、gTTT : 風呂 に 入 
る 、m 本 : 朝食 に 、 二 て : 召使 い 、 お 手伝い さん 、fes 町 ST : お 菓子 屋 、&c : 女 同士 
の 友達 、 て 吊 て qT : 掃除 する 


① アー シャ ー (3TsTT) は 夕方 自分 の ( 女 の ) 友達 の と ころ に 行き まし た 。 


② 僕 は 朝食 に バナ ナ を 2 本 食べ まし た 。 


③ 岡田 さん は 朝 6 時 に 起き て 、 風 呂 に 入り まし た 。 
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④ 私 は 寝る 前 に 牛乳 を 飲み まし た 。 


⑤ お 手伝い さん は 部 屋 の 掃除 を し まし た 。 


⑥ 役 は 妹 に 私 の 写真 を 見 せま し た 。 


⑦ 先生 は 部 屋 の 前 に 立っ て ドア を 開け まし た 。 


ほら 、 私 は 有名 な お 菓子 屋 さ ん の ビス ケッ ト を 持っ て きま し た 。 


⑨ その 時 、 子 供 た ち は 庭 で 遊ん で いま し た 。 


IV. 対話 の 練習 


qt : 家 、 コ IT : チャ ー イ 、eH : 妻 、"qT : 着く 、 す : 遅れ て 、 古 IT adT : 電話 が ある 、 
as : お いし い 、 本 4 : 日 曜 


① 昨日 何 を 食べ まし た か 。 


昨日 は うど ん を 食べ まし た 。 う どん は 日 本 の 食べ 物 で す 。 


② 何時 に 家 に 着い た の で すか 。 
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6 時 に 家 に 着き まし た 。 バ ス が 遅れ て きた た めで す 。 


③ この チャ ー イ は 誰が 作っ た の で すか 。 


私 の 妻 が 作り まし た 。 お いし いで すか 。 


④ 昨日 友達 か ら 電 話 が あり まし た 。 


へ え 、 ど ん な 話 を し た の で すか 。 


⑤ 日 曜日 に 映画 に 行か な いか と 言っ て いま し た 。 


で 、 行 く の で すか 。 


V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 

中 cT NdqR | 革 gd Ia 員 qIG 31dT SN 本 IicTTl IHS SIhR 5 
TaHT3T 吊 「 さ R ゴ GT YE T。 HIGTG き HR TIN 相本 中 市 STG TacebcT HH dm 
%T| 

KKSIICIEIEEK ま IE 人 ま KNY ME 邊 に の 1: いこ: さま ICSCI に II 
ECIE に KSWVIECCKC/ ま ES/CAENCEWSIEIIK2I に IIEEDIIKSIECKIERIEINEOI 


2 村 本 「 始 め に 」。 
18 避 TedT「< を 欲す る 、 て し た い 」。 文法 概説 11.2.2 を 参照 。 
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if 本 cd 台 HH!4 員 | TH ddT| 二 さ Hd sqTTGT HI decTeht 員 
@qdI HH tdI | TRGK き H で HT 本 TSt HIT SS 相本 Ge TRd- 
Is!6 [第 Tl 


14 映画 スタ ー の 名 前 。 
15 サチ ン ・ テ ンド ゥ ルカ ル は クリ ケッ ト 選 手 の 名 前 。 
16 イン ド 対 パキスタン 。 


動詞 の 未来 形 と 条件 ・ 仮 定 表現 


I. 動詞 の 未来 形 の 変化 を 練習 し まし ょ う 。 


1. 動詞 の 未来 形 を 練習 し まし ょ う 。 
A. 非 意 志 形 


辞書 形 つ 未来 形 男性 ・ 単 数 形 | 男性 ・ 複 数 形 | 女性 ・ 単 数 形 | 女性 ・ 複 数 形 
来る (か も 、 か な ) | sarm ELEIWCILM 親 志 /aTm aT3 / 
食べ る (か も 、 か な ) | 等 /m 可 TaT /gTT 可 和 あ /gIT 可 TaT /qTT 
洗う (か も 、 か な ) 
する (か も 、 か な ) | 維 3 / 穫 中 / < / 
聞く (か も 、 か な ) 

見 る (か も 、 か な ) 
B. 意志 形 

本 書 形 つ 未来 形 男性 ・ 単 数 形 | 男性 ・ 複 数 形 | 女性 ・ 単 数 形 | 女性 ・ 複 数 形 

来る (だ ろう ) 3 紅 あ WT /TCT | 3 /TGT EIKXIIWCILII 琴 較 証 IEIIIWILAII 
食べ る (だ ろう ) TrTT /ToT | qT3RT/gTCT | あ 穫 /gro | mri /grdTT 

江 うつ (だ ろう ) 

する (だ ろう ) | mm my sf 不利 mh/ 

聞く (だ ろう ) 

見 る (だ ろう ) 

1) 非 意志 形 は 話 者 の 意志 が 強く な い 場 合 、 ま た は 未来 に 起こ る 出来 事 と し て 確信 が 低い も の に 使用 され る 。 
2) 意志 形 は 話 者 の 意志 が 強い 場合 、 ま た は 未来 に 起こ る 出来 事 と し て 確信 が 高い 場合 に 使用 され る 。 

2. 条件 と 仮定 表現 を 学び まし ょ う 
A. 条件 


a. 3 て て TH CT T[ 革 8 3T あ TI 
「 ラ ー ム が 来る な ら 、 僕 は 来 な い 。」 
b. sm TH CT 宇和 T あ TI 
「 ラ ー み が 来れ ば 、 僕 は 来 な い 。」 


Cc. 3TIY THT T 本 IS Te 鑑 ghTTI 


1) 条件 節 の 動詞 の 形 に 従い a. 一 b の 順に 実現 性 や 確信 が 低く な る 。 
2) c. は 条件 節 で 過去 形 を 使用 し た も の 。 語 の タラ 形 の よう に 仮定 


ー39 


選 ー 


相 


生 が 高く な る 。 


「BJP (イン ド 人 民 党 ) が 政権 に つい た らい い の に 。」 
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B. 仮定 ( 反 実 仮想 ) 

a. 3RI TH gl 8IdT dl 氏 8IdTI 
「 ラ ー ム が ここ に いた らい い の に 。」 
b. 3TT 3 TH 4g1 sqT IdT TI 8 本 HSTgTTI 
今日 ラー ム が ここ に 来 て いた ら 、 彼 も 危険 に 陥っ て いた ろう に 。」 
c. 下 T9T, 芋 aHIK gIdTl 
「 あ あ 、 僕 が お 金持ち だ っ た ら な 。」 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 
① ITT 可 和 本 第 TI 芋 TH 8 征 YTT| 
② sTT IT オマ hT amTXT TI 
の IESUMUIGUEEJESIIMEIErcul 
④ 3RIY 3 きす [| 本 81 TSUI 
⑤ sm 苦 生生 T TdT, TST 十 さき IT 
⑥ m%T, 音 wTGT 十 gdT THT ThTT 系 THTeT TdTdT! 
⑦ smc TdTr 3 て 寺 T 第 半 す 本 3 [IdTT 中 1 TST 吊 TT 8hTT| 
⑧ Sa ffeas hc Re すき | 和合 守 符 T 玉 T 付 和 HmT 
⑨ sm sa THT df TdT CTH て g TdTI 
⑩ sm 3 5 呈 aTT gidT で T Tm Td 本 TeT ThTT 条 すき gidT| 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


HmT : アメ リカ 、sTTT : 空 、( 利 T 征 T) wrt 和 cqT : を 待つ 、 生 第 : 催し 物 、 事 THT : 
て の 目 の 前 に 、 坪 母 m : 鳥 、 琶 計 : チェ ン ナ イ ( 旧 マ ドラ ス ) 、 久 本 : 真面目 に 、eHTT : お 客 
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TV. 


① 田中 さん は 明日 の 朝 、 チ ェ ン ナイ を 出 ます 。 


② 私 た ちの 娘 は 、 来 年 アメ リカ に 勉強 を し に 行き ます 。 


③ お 客 さ ん た ち は 何 時 に ここ に 着き ます か 。 


④ この 催し 物 は 朝 9 時 に 始ま り 、 夕 方 の 5 時 に 終わ る 予定 で す 。 


⑤ 私 た ち は 、 次 の 日 曜日 の 夕方 6 時 に 、 駅 の 前 で あな た を 待ち ます 。 


⑥ も し 私 が 鳥 だ っ た ら 、 空 を 飛べ る の に 。 


⑦ みな さん 、 こ の 方 の 話 を よく 聞き まし ょ う 。 


⑧ も し 真面目 に 勉強 し て いな か っ た ら 、 試 験 に 合格 で き な か っ た だ ろう 。 


⑨ あな た が この こと を 知っ た ら 、 ど うし ます か 。 


0 チャ ー イ を 作り まし ょ うか 。 そ れ と も コー ヒー に し まし ょ うか 。 


対話 の 練習 


串 T で ts : て の よう に 、 和 4 第 : 催し 物 、Te CTT : 好む (し た い ) 、 村 : 前 の 、 呈 IT *TT : 


話す る 、ar 本 六 : 首相 、mTg TaT : 外出 する 、T% 本 : な か な か … な い 


本 
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この 店 は 何時 に 開き ます か 。 


9 時 で す よ 。 も 2 少し 待っ て くだ さい 


明日 は 日 曜日 で す が 、 (あな た は ) 何 を し ます か 。 


(私 は ) 外 ( 


「\ 
中 選 


HH か け ま す 。 


何 を 食べ た いで すか 。 (THS STT を 使用 ) 


本 料理 が いい で す 。 イ ンド で は な か な か 食べ られ ませ ん か ら 。 


も し 首相 だ っ た ら 何 を し ます か 。 


そう で すね 。 何 も し な いで す よ 、 前 首相 の よう に 。 


うち に 来る 前 に 電話 し て くれ る か 。 


いい よ 、 電 話す る わ 。 


加 
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V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


Hfae-% 


東 還 革 af 全く 委 芋 市 叶 - 証 軒 司 q 寺 き arT 寺 dd STcT Td T き PT? 
Ts 23 ST 寺 ef gg mm 者 es 軍民 符 部 年 mT 
dr? sl sit TdTTN2 dg fccft 本 gh faaT gi 
RUIMAKSES ま IM KSE2EEIGMUIE2IIM 


1. 


与 格 主語 表現 (1) 一 


単 文 


与 格 (「 人 に 」) 主語 を 使う 表現 を 理解 し まし ょ う 。 


1. 


2. 


各 人 称 代 名 詞 の 与 格 の 形 を 学び まし ょ う 。 


人 称 代 名 詞 


ガ 格 形 一 三 格 形 ( ガ 格 形 ) 人 称 代名詞 十 生 一 体型 
私 に 半 q 守 和 El 
K! 守 RE 
あな た に qH qH T で 
3T 3T な し 
彼 プ 彼女 (ちの 人 ) に ER EE KEI 
彼 / 彼 女 (この 人 ) に ィ Hi s 寺 
あの 方 に (尊敬 形 ) E| コ 和 きき 
この 方 に (尊敬 形 ) す る 呈 T る で 
私 た ち に る H (ITT) gH ( マ hTT) 還 g 
qH (ITY) qH (ThT') 穫 RM 

あな た 方 に 

1 amT (9) |sm(hD 笠 。 | な し 
彼 彼 女 ら に 』 (TTY) qr (qt) 衛 きき 
彼 彼 女 ら に (qr) er (TTY') 和 EC 


(1) 


「 人 に 〇 〇 が 十 (名 詞 ま た は 形容 詞 ) 十 V (コピ ュ ラ ) 」 


人 に 〇 の 〇 が +「 あ る 」 


a. 本 多く 計る 


「 私 は 頭 が 痛い 。」 


b. "iT TT 征 [ aa 8? 


「 あ な た は 熱 が あり ます か 。」 


c. JHT IT 中 古き 1 は hd き ? 


「 あ な た は 何 か 


本 


っ た こと が あり ます か 。」 


与 格 主 語 構文 (「 人 に 〇 〇 が V」 の パタ ー ン に つい て 理解 し まし ょ う 。 
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(2②) 人 に OO が + (名 詞 「 好 み 、 記 憶 、 情 報 」 ン 形容詞 「 知 っ て いる 」) コピ ュ ラ 「 だ 」 
d. 1gT 中 本 TH くき 

「 モ ー ハ ン は リン ゴ が 好き だ 。」 

e. 本 定員 [て IT 中 3 で T TI TS 8「 | 

「 私 は ラー ム の 娘 の 名 前 を 覚え て いま せん 。」 

f. 3 JCT TIH TdT き Il 

[ 彼 (彼女 ) は 私 の 名 前 を 知っ て いま す 。」 


g.Ht Id 年 st 箱 mT TTqHT 
「 私 の 父 は 私 の 友達 の 名 前 を 知っ て いま す 。」 


B. 「 人 に 〇 〇 が 二名 詞 [好み 記憶 / 稀 り 、 等 ] 十 V (来る : 耶 T ) 」 
a. HIgT | TI 四条 5 tcT TH 3 

「 モ ー ハ ン は アー ミル ・ カ ー ン の この 映画 が 気に入り まし た 。」 

b. 可 寺 せ 員 Td TS 3| 

「 私 は ある こと を 思い 出し まし た 。」 


c. 本 HIgT Tt CHT 3TTTI 
「 私 た ち は モ ー ハ ン に 腹 が 立っ た 。」 


(8 「 人 に 〇 〇 が V [感じ る 、 (時 間 が ) か か る : マ TTTT] 」 


(1) 人 に 〇 の 〇 が + mmmT 
a. 本 本 7CTTT 本 T き | 
「 私 は お 腹 が 空い て いる ノノ 只 が い て いる (私 は 空腹 / 喉 の 賜 き を 感じ て いる ) 」 
b. 土生 定 TT 1 本 本 fST TI 
「 私 は この 仕事 を 完成 する の に 二 日 か か る だ ろう 。」 
(2②) 人 に OO が + (名 詞 「 情 報 」 ノ 形容詞) 十 qm 
c. 本 村 (45) TdT qTT (q<T く す <qT も 可 ) 「 和 TET 8「 本 き | 
「 私 は モー ハン が どこ の 出身 か 分 か っ た 。」 
d. 3HT 8 TITTT ae TdT き | 
「 彼 (彼女 ) は この 歌 が 好き で す 。= (良い と 感じ る ) 」 


D. 「 人 に 〇 〇 が V [必要 だ 、 欲 し い : f8G] 」 


a.H 半 Td ヨ Tnl 


「 私 は 鍵 が 要り ます 。」 
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b. 葉 村 生 rar Tferl 
「 う ちの 旦那 は 新聞 が 要り ます 。」 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


① 寺 引 T 本 

② る re fa CTT rcdT aTJT? 

③ maT 3 系 wTTIT IT TH き ? 

④ で r き THT db き ? 

⑧⑤ amT 和 *TT feG? 

⑥ qqT て 寺 

⑦ 現 和 H gcH 三村 RT? 

⑧ 3 3 ぐ T 古 T 本 て T TcH ST 的 HTqLHT 3? 
(OKS に ES ESI に IM に を IE 

⑩ sd T&T 員 [ 本 aTd aT TI 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


ョ TqT : 鍵 、3 さ : 痛み 、TTm : ほう れん 草 、TT : 喉 の 潟 き 、 す IT : 熱 、 和 Ra て : 頭 


① 僕 の 友達 は ディ ー ピ カー・ パ ー ド ッ コ ー ン (THT sl) が 好き で し た 。 
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② シャ ル マ ー さ ん の 息子 は 熱 が あり ます 。 


⑧③ アー シャ ー は 頭 が 痛い で す 。 


④ 私 は この 部 屋 の 鍵 が 要り ます 。 


⑤ あな た は どの 本 が 気に入り まし た か 。 


⑥ 私 は ラー ム が アー シャ ー の お 兄さん だ と 知っ て いま す 。 


⑦ 私 の 妹 は ほう れん 草 が 好き で は あり ませ ん 。 (一 嫌い で す ) 


上 昨 目 誰が ら うち に 来 た か 分 か り ま し た 。 モ ー ハ ン で し た 。 


⑨ 今 喉 が 潟 いて いま す 。 


(あな た ) どう し た の で すか 。 (な る 動詞 TT を 使用 する こと ) 


IV. 対話 の 練習 


TaTdT TdT : 日 本 料理 、 日 本 食 、T : 葉っぱ 、 : お 腹 、3q : 徒歩 で 、sT qTTmT : 気 に 障 る 
(悪く 感じ られ る ) 、TeT : 魚 、 和 qr : 石鹸 


① いら っ し ゃ い ( 来 て くだ さい ) 。 何 に し まし ょ うか ( 何 が 必要 で すか ) 。 
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私 は 紅茶 の 葉っぱ と 石鹸 が 欲し いん だ けど 。 


② 私 の 話 、 気 に 障 り まし た か 。 


いい え 、 全 然 


③ あな た は 日 本 料理 は 好き で すか 。 


いい え 。 私 は 魚 が あ まり 好き で は あり ませ ん 。 


④ ここ か ら 駅 まで 歩い て 何 分 か か り ま すか 。 


15 分 ぐら いで す 。 


⑤ お 腹 が 痛い で す 。 


お 医者 さん を 呼び まし ょ うか 。 
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V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


IEEJEE 


Tec+ eq 1 ad eqi | fafsarst HHT (13 ST 
串 ) 3 NT 1 (@I IT *) HHTT す 和 gd 本 1 季 | 市 あ ITT 訓 村主 本 
員 生 | RT adT あ TS 4 親征 Sd4 100-150 GS ボ 所 幸 
SHesl dtg-dS HeNT CR で 本 本 gd mh TET 町 | 

避 間 sqH cf TE 本 1 本 RT 3T ET TI SH1 dE 因 Te TT 
GeI T 第 dE fa sdRT tt-cl5 市 計 呆 TU7 GET TI RS-dte HK 
和 cs Sa aq d Rb 本 . 肌 . 巴 必 ra 本 ST Td Tehl ST TH 
GeT | 

JJ STGT2 すそ q| 吊 | 千 [sl | TTT ed 本 本 TITI ST -fatf 
千 fsa 昨 | 3 RT-ST 5 CT すす as 系 IT 穫 所 faSff| 軸 
aq 生 | Ttt 向 千 argt 5 加 委 


17 10 課 の 補助 動詞 を 参照 

18 12 課 の 関係 詞 を 参照 

19 「 何 より も 、 一 番 」 の 言い 方 。 こ こ は 本 STT に か か る 。 「 何 より も 楽し か っ た の は ・・・。」 
20 ここ は 「 ア イス クリ ー ム を 食べ る こと も で きた 」 の 意 。 
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1. 与 格 (「 人 に 」) 主語 を 使う 表現 を 理解 し まし ょ う 。 


1. 与 格 主語 構文 (「 人 に 〇 〇 が V」 の パタ ー ン に つい て 理解 し まし ょ う 。 
A. 「 人 に 二 動 名 詞 十 V (ある : T ) 」 
a. 3 吊 | 呈 8 ITT き ? 
「 あ な た は どこ に 行く の で すか 。」 
b. 1 ( 球 ) HgT で STT TTT き 
「 私 は メト ロ の 駅 に 行き ます 。」 
C. II 可 民 吊る オ leg 本 き / 村 | 
「 今 日 私 は 数 通 手紙 を 書か く 予 定 で す プ で し た 。」 
d. 本 村 5 dr て きき 
「 私 は この 写真 ( 絵 ) を 見 ます 見 た いで す 。」 
e. 丁半 すき 二 き 
「 私 は これ ら の 写真 ( 絵 ) を 見 ます ノ 見 た いで す 。」 
fs gdYT 本 deH 訓 fr mm 町 | 


今朝 、 私 の 母 は (学校 で ) 教え る た め に 行く 予定 で し た 。」 


B. 「 人 に 十 動 名 詞 十 V [必要 だ 、 欲 し い : TSG = べき ] 」 
a. 可 THTT 1 全 THT 還 T ae て <TT IT8T 1 
「 皆 誰 し も 規則 を 尊重 する べき だ 。」 
b. Tc 本 amT HTT 和民 at Tri 
「 イ ンド で は あな た 方 は ヒン ディ ー 語 を 話す べき で す 。」 
c. JEqie, ra IdT 定員 Td THT mfer 箱 | 


「 プ ラ ハ バハ ラード 、 お まそ は お 父さん の 言う こと を 聞く べき だ っ た ね 。 」 


C.「 人 に 二 動 名 詞 十 V [生じ る 、 落 ちる : ST] 」 
a. 本 村 吊 T 3H 二 き Te て 串 8 IT TsI| 
「 私 は 昨日 か か りつ け の 医者 の と ころ に 行か な けれ ば な ら な か っ た 。」 
b. 穫 本 生殖 本 TTT 箱 IT TSdT 
「 う ちの 母 は 毎日 きれ いな 水 を 用 意 し な けれ ば な り ま せん 。」 


第 9 課 与 格 主語 表現 (2) 一 複 文 


D.「 人 に 二 動 名 詞 十 V (来る : mm ) 」 
a. HIgT 中 IdT TIdT IdT き 
「 モ ー ハ ン は ご 飯 を 作る こと が で きま す 。」 
b. 本 款 民 さ | fergT sdT き 


「 私 は ヒン ディ ー 語 を 書く こと が で きま す 。」 


2. 目的 語 に 与 格 徒 が 付く 場合 の 例 を 見 まし ょ う 。 
A. 穫 な し の 場合 
a. 西村 8 dc て きき | 
「 私 は この 写真 ( 絵 ) を 見 ます 見 た いで す 。」 


「 子 供 た ち は サ モ サ を 食べ ます 。」 
C. で 生還 | THIHT さ で きき | 
「 子 供 た ち は 犬 に サモ サ を あげ て いま す 。」 


B. 和 あり の 場合 


a. 本 村 き dc て 吊 [ gmT き | 

「 私 は この 写真 ( 絵 ) を 見 ます 見 た いで す 。」 

b. せ 員 で きき 十 お 吊 [ HI て 8T 引 

「 あ る 子供 が 棒 で 犬 を 叩い て いま す 。」 

Cc. HIgT 生生 | ITI 

「 モ ー ハ ン は 犬 を 叩い た 。」 

※ 的 語 に 逢 が 付加 され る 条件 は 、① 名 詞 (特に 生物 ) が 連続 し た 場合 に どちら か が 目的 語 で ある 


こと を 明確 化す る た め 、② 目 的 語 で ある 名 詞 (生物 、 非 生物 問わ ず ) の 定性 (対象 の 限定 性 ) が 
高い 場合 で ある 。 後者 は 冠詞 に 似 た 役割 を する 。 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


① き mm 征 せ amT 尋 glTT Tenl 
② 款 iT CTT Ife? 
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③ 村 信 寺本 md 航 生 fi 
③④ 草本 穫 生 相 還 mr る ? 
⑥ 3 生 5 mdT Sr mfedl 
⑥ aw qa 可 計 配本 edT 全 TmT 町 
⑦ sr 第 きけ 条 本 す  RT 和 ds 
⑧ 和 T 3TT 中 81 dS 可 く 殺 本 Ted き ? 
⑨ 球 役 和 ds 8 維 cT TTmT き 
⑩ g 3 SITT 素 [ "HHT ITT 8? 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


mfsl : 車 、TTT : ( 赤 の ) 色 粉 、cdT : 早く 、 TdTTT : 語 、d 吊 : 遅く まで 、H : 
塩 、、mTmrt : バー ザー ル 、 市 場 、 : 健康 


① あな た は 今 哨 ど こ に 行く 予定 で すか 。 


② 私 は 先生 の 言う こと を 聞く べき で し た 。 


③ サク セー ナー さん は 今日 ジャ イプ ル (qt) に 行き ます 。 


④ 私 は バー ザー ル で ホー リー (@T) の た め に 色 粉 GTCTTT) を 買い ます 。 
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⑤ 健康 の た め に 塩 を あま り 食 べ な いよ うに する べき で す 。 


⑥ 学生 は 先生 の 言う こと を 聞く べき で す 。 


⑦ 昨日 は 遅く まで 仕事 を し な けれ ば な ら な か っ た 。 


僕 の 弟 は 毎日 早起き し な けれ ば な り ま せん 。 


⑨ あな た は 車 が 運転 で きま すか 。 


私 は 日 本 語 が 話せ ます が 、 書 け ま せん 。 


IV. 対話 の 練習 


可 宙 ar : 買い 物 、TTTHT : 日 本 語 、T : 刑務 所 、 で LT : 方 法 、THTdT : サモ サ 、 下 qTT : 


① 頭 が 痛い ん だ けど 、 ど うす べき か な 。 


薬 を 飲ん だ らい いん じゃ な い 。 


② 何時 に 駅 へ 行く の 。 


12 時 半 よ 。 


NOY 
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③ あい つら 、 ど ん な に 悪い こと を し て いる ん だ か 。 


ああ 、 い つか 刑務 所 に 行か な けれ ば な ら な い だ ろ うな 。 


④ あな た は サモ サ を 作れ ます か 。 


は い 、 作 れ ま す よ 。 作り方 を 習い た い の で すか 。 


⑤ どこ へ 行く ん だ い 。 


買い 物 を し に 近く の マー ケッ ト ま で 行く ん だ よ 。 


V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


IEEEIESIEII 


3 hcT dl ThT et IT 員 | IT hal TEd 邊 Rd RT | Ta 
sa 束 娠 全車 才 1sff mm Rd 乱 H Sdc き HL fe 
3 scT st sd 1 Ge IaaeslT IT tae arrd1 乱 Sc 本 hg き 

Rd 本 HH IT 吊 [ 導 gd qrT dh Tsd 乱 計 HH IT 呈 
He Re 8 Te di 訓 ch あす 9 is 訓 sa TH 
*dHT 本 Im あ IcPIhT tm あ I 仁 dd 慎吾 


3 節 や 名 に よる 名 詞 修 飾 に 使用 され る 。 詳細 は 本 テキ スト 第 13 課 を 参照 。 
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qcY2 ITT き | TH IT RgTT Ed き | SH TRd Ti 員 -* 3 
で ct, fct af | 導 避 和 sd き 

何 sll TI hg fa Tels | HH STT SI RIRRg, eT 8 
qc 半 sm ECI SH ST 下 HTT TSCI faasft mdT Raet TH 
人 a 員 Cs Te 穫 T3d ST HK af IT 下す hget で 
3TSS JH  qT de 


22 同上 。 
23 訓 慌 本 「 て に つい て 」 
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助動詞 、 補 助動詞 を 使っ た 表現 (語幹 接続 型 ) 


1. 語幹 ( : - イ の な い 形 ) に 接続 する 助動詞 、 補 助動詞 に つい て 学び まし ょ う 。 


1. 


2。 


助動詞 
助動詞 デュ アン ジス 主 な 意味 
Emll 能力 、 可 能 「- こ で きる 」、 「- る 、- れ る 」 等 
kll 終了 、 完 了 「 こし 終え る / 終わ る 」、「 既 に - し て いる 」 等 
補助 動詞 
科 助 動詞 放 ぁ アシス 主 な 日 本 語 の 意味 
TmT「 行 く 」 完了 : 事柄 が その 時 点 で 終 | 「- こ し て し まう 」、「 も う - こ し た 」、「 ほ 
わる ら 、- こ した] 等 
き qT「 与 える 」 完遂 : 行為 を 能動 的 に 行う Fo し て し まう 、 サー し て やる / あ 合 
( し ば し ば 他 者 に 向け て ) | る 」、「 も う / き ちん と ~ す る / し た 」 等 
ダダ TT「 取 る 」 完遂 : 行為 に 自ら 能動 的 に 「 こ し て し まう 」、「- こ し て みる 」、 
及ぶ 「 ( 自分 で ) こす る / で きる / し た 」 等 
SadT「 置 く 」 準備 、 行 為 の 持続 で お る く 』」。 『( もう ) = し で ある 」 
等 
miTT「 得 る 」 実現 の 可能 『 な ん と か こす る 」。「 で きる / = し う 


る 」 等 


上 記 ITT「 行 く 」 が 語幹 本 (コピ ュ ラ 「 だ 」 ま た は 状態 


の 妹 iTT は 動作 ・ 変 化 を 表す 「 な る 」 動 詞 の 役割 を する 。 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


① RT 3 だ T 1 重 可 q hdT き | 
② sa 3 TH 叶 征 て TIT? 
③ 3 生還 RCT 村 IGT 


④ 土 ョ TaqT 2 


助詞 「 い る ある 」) に 接続 する と 、 こ 


第 10 課 助動詞 、 補 助動詞 を 使っ た 表現 (語幹 接続 型 ) 
⑤ RT TqT aqT saT 丁 特 g 
⑥ Tr 親 srT す 特 き 
⑦ 芋 TaTS 吊 I 征 [ EdHT TaT て TS 
⑨⑧ RT TTYT TT mT 
⑨ 革 さ T 中 吊 [ さて TaT すさ 呈 て adT | 


⑩ smsT す mmT T 灯 TdT T 計 TE で 町 呆 | 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


如 cH 中 <dT : 終え と る 、qTq STT : 答え る 、aSTdT : 弾く 、mTdT : 作る 、farr : シタ ー ル 


① あな た は シタ ー ル を 弾く こと が で きま すか 。 


② ラー ム は (既に ) 自分 の 仕事 を し 終わ っ て いま し た 。 


③ 明日 まで に 宿題 を 終え られ ます か 。 


④ あ 、 電 車 が や っ と 来 た 。 


⑤⑥ で は 、 私 が コー ヒー を 作っ て あげ る わ 。 


⑥ 僕 は も う ご 飯 を 食べ た よ 。 


第 10 課 助動詞 、 補 助動詞 を 使っ た 表現 (語幹 接続 型 ) 


⑦ 子供 た ち は 一 人 も 答え られ ませ ん で し た 。 


IV. 対話 の 練習 


sl : 少し 、 困 市 : 牛肉 


① 中 に 入っ て よろ し いで すか 。 


( マ 


う ぞ っ つて くだ さい 。 


② (仕事 は ) 終わ り ま し た か 。 


は い 、 終 わり まし た 。 


③ あな た は 牛肉 は 食べ られ ます か 。 


は い 、 少 し は 食べ られ ます 。 


第 10 課 助動詞 、 補 助動詞 を 使っ た 表現 (語幹 接続 弄 ) 
V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


qq | 


本 る に [ 時, dm TH TS 3R ET 員 ST 3TT 量 GEd[ 昨 | き HTT 系 
ed det 9 TR 員 IHST HI PffqT 3 3Het ST ST 3P 生 T| 3 本 本 
Ed JR meT HR ds 訓 ds NR qT 寺 本 ct det 中 cT RacT 名 

31Hs 3HN Hid ST de-dNe 吊 ST SHTet 3HqTT TdeTl dd 多 慰 
SeHe TaTSai | 8qelec 生き acTdT 引 | 3T 員 ST 本 本 ecTdT。 
3Th| decft Ss dd eeht Ed TesT cdI TI HH STR 生 本 fl <Hlet 
cl Hf。 It。 mst Kg-qte 訓 PT Td 親 | 

IHT 中 本 本 す IT dcTdT ds fesT で PTdT TI HH 
IS NR-IR SGcT TI SH q き き [ TQCI fa 人 smT 訓 す 下 むき HRT 所 sr 
R 生 串 「HHJ 3T TI TI RR SC THT… せ … せ ………、 

THI-HIT 31q @ @| TIGI 313hcT すき R 丁 eT 中 IoT | ET TSHRTG 
ITSc| ホ Tc 本 て ed | ロ 計 届 本 T 中 「 KN gd Id 3TIdT 


24 IT に 同じ 。HIT IT は 丁寧 な 言い 方 で あり 、 通 常 の 会 話 で は PHT, TIT な ど を 使用 する 。 な お 、 身 内 の 父 、 母 の よ 
うな 日 本 語 の 謙譲 語 に 当たる も の は ヒン ディ ー 語 に は な い 。 
25 価 T T に 同じ 。 上述 の TdT 寸 [ 同様 、 会 話 で は こち ら が 自然 。 
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1. 


補助 動詞 を 使っ た 表現 (不定 詞 、 分 詞 接続 型 ) と 受身 表現 


不定 詞 や 分 詞 に 接続 する 補助 動詞 に つい て 学び まし ょ う 。 


1. 補助 動詞 (不定 詞 : - 形 ) 


助動詞 こり 3 主 な 意味 
qqdT 開始 「 こ し 始め る 」、「- こ し に か か る 」 等 
Ell 許可 「 こ させ る 、「- こ させ て や る 」 等 


2. 補助 動詞 (分 詞 : 未完 了 、 完 了 ) 
A. 未完 了 分 詞 (-qL, - す , - 和 形 ) 


補助 動詞 二 み アツ ス 主 な 日 本 語 の 意 
SeTT「 い る 、 続 く 」 | 継続 : 事柄 の 未完 了 状 | 「- し 続け る 」、「 ( ずっ と ) - し て いる 
態 が 続く / ある 」 等 
TdT 「 行 く 」 継続 : 事柄 が 勢い よく 「 こ し 続け る 」、「 こ し て いく 」「 ど ん ど 
続く ん ~ こ する 」 等 
B. 完了 分 詞 (-m, -, -T 形 ) 
補助 動詞 中 アグ 所 主 な 日 本 語 の 意 
sgTT「 い る 、 続 く 」 | 継続 : 事柄 の 完了 状態 | 「- し 続け る 」、「 ( ずっ と ) - し て いる 
が 続く / ある 」 等 


(-〒T 形 限定 ) 


TmT「 行 く 」 受身 「 こ れる / られ る 」 
呈 TT「 す る 」 継続 的 な 反復 「 ( 継続 的 に ) - す る よう に する 」、~ す 


る こと に する 」 


1) 上 記 A と B に smmT「 来 る 」 を 接続 し 、 
な の で ここ で は 4 


本 語 の 「 


略す る 。 


し て くる 」 に 似 た 表現 に な る こと が ある 。 比較 的 稀 な 例 


2 B の すす 形 に で mmT「 置 く 」 や き qTT「 与 える 」 を 接続 し 、「 し た まま で いる 」 や 「 し て や る あげ る 」 に 似 た 意 


味 を 表す こと が ある が 、 こ れ も 稀 な 例 な の で 省略 する 。 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


① て aqT 本 和 amTT て Ta 


第 1 1 課 補助 動詞 を 使っ た 表現 (不定 詞 、 分 詞 接続 型 ) と 受身 表現 
② 革 fTr 本 TT Ta 
③ sr re 本 る HsTT ea 31dT て gd き , | sdTTT TI 
③④ Tr 穫 g す Ta! 
⑤ sqhT sq Ts 民夫 gr 
⑥ 信和 wrrd 二 iT mTdT き 
⑦ TH 員 村 半 GET TdT? 
⑧ rm 本 Tr 科 ed df き | 
⑨ ST 写生 率 fr maT gTT TG? 
⑩ smT gH 4gT saT RTrl 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


定 症 : 経済 的 、 価 <qT : 囲ま れる 、qm : 生活 、 培 T : 探す 、qqT : スト レス 、 計 m : 日 常 
の 、TT : 困難 、qTqqT : 話す 、TTqqT : 考え る 


① ヒモ ヒンディー 語 は どこ で 話さ きれ て いま すか 。 


② 私 は 子供 た ち を 外出 させ ませ ん で し た 。 


上 難 (に 見 舞 わ れ て (ずっ と 囲ま れ て ) いま す 。 


関 


③ 僕 の 友達 は 、 い つも 経済 的 な 


④ 私 た ち は か ら 日 常 生活 上 の スト レス を な くす 方 法 を 探し 続け て いま す 。 


第 11 課 補助 動詞 を 使っ た 表現 (不定 詞 、 分 詞 接 続 型 ) と 受身 表現 


⑤ 私 は 、 彼 が 言っ て いる こと が 正しい と 考え る よう に な っ た 。 


IV. 対話 の 練習 


aqT : 声 、sTg : 食べ る こと 、 呈 IT9TT : 努力 、qT : 生活 、<qTaT : 抑 える 、 付 af : 反対 派 、 
T9st : 赤ちゃん 、sT : 政府 


① これ か ら 毎 日 私 た ち に 会 い に こ こ に 来 て ね 。 


近く に 住ん で いた ら 来 る ん だ けど ね 。 


② 赤ちゃん の 離乳 食 (TETK) は いつ か ら 始 め る の で し ょ うか 。 (受身 使用 ) 


6 ヶ月 ぐら いか ら で す よ 。 


③ 政府 は また 反対 派 の 声 を 抑え 込 も うと し て いま すね 。 


私 た ち は も うそ ん な こと は させ ませ ん よ 。 


V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


EEI 
No) 


GTTTR 呈 叶 市 IS Tr fsf FRcTd きす | qgd aTgT crTdT き | | ほ q 
本 gH afRR 可 届き 国東 答 す et ct RT2 生き 


第 11 課 補助 動詞 を 使っ た 表現 (不定 詞 、 分 詞 接 続 型 ) と 受身 表現 


NT 訓 5 le mia RT を dcff 生 dd 年 村 fa TRl き 3 
3Hq le 本 本 

き H 村 は dE RT IT H 引 | GE 33t JET TX SIS 「 叶 | 
TRdT dE fh T SHIGTG GT 本 す 四 本村 TS II S 本 二宮 me 
で H dcTl 8 II ET TSdht。 IS HS lft き H JHT GIII HHT SI 
SeTSRI IT Ed SdITGg 9TI で HH dte-dtS 中 NSH dp | 

TE 信 T de aRTH 和合 和 Tl df 事 qHT 本 所 NR TH 1 Re-qte 百 
向 仁 f fsrs | TK Td, HHT。 glsqT。 scTqcT。 dt HK 叶 gd| き q 
eds 了 R 叶 選 震 dRT 半 二村 本 牟 忌 時 下 THT 生 fa de 
避 外 本 sqf de Ga 放 TS 相本 本田 喜 釧 己 下 航 st 
HefT き HSTT IS GT 


第 12 課 名 詞 修飾 (1) 一 関係 詞 節 


1. 関係 詞 人 節 に つい て 理解 し 、 作 り 方 を 覚え まし ょ う 。 


1. 関係 代名詞 、 関 係 形容 詞 、 関 係 副詞 を 理解 し まし ょ う 。 
A. 関係 代名詞 


後 置 詞 な し 後 置 詞 あり 


様態 T 4 


1) 侍 また は 褒 す に 後 置 詞 衝 が 付く 場合 の み 、 一 体型 の 税 す 、 和 寺 に する こと が で きる 。 


2) 稚 qqr は 「 〇 〇 ほど ノン だ け 」、RT は 「 〇 〇 よう な こと 」 の よう に 程度 や こと と いう 形式 名 詞 を 内 包 す る 。 


加 


王 山 


B. 関係 形容 


複数 形 


名 詞 全般 
数 量 笠 qaT 
様態 qT 


3) この 場合 の 二 及 び 付 、 和 人 は 修飾 され る 名 詞 の 前 に 置か れる 。 
2 和 付 qqm は 「O 〇 ほど ノン だ け の 」、 き RT は 「 〇 〇 よう な こと の 」 の よう に 形容 詞 と し て 働く 。 


C. 関係 副詞 


一 語 名 詞 と の 複合 型 
時 5EI 千 qar ( 時 ) 
場所 ef 人 sg ( 場所 ) 
様態 kl 侍 q vs ( 様 ) 


第 12 課 名 詞 修飾 (1) 一 関係 詞 節 


2. 関係 代名詞 を 使っ た 名 詞 修飾 の 二 つ の パタ ー ン を 理解 し まし ょ う 。 
A. 関係 代名詞 後 置 型 
a. 3TGHT 1 TIg て き 「 8 

「 外 に 立っ て いる 人 」 

b. で sl NT [半生 て 1 親 

「 私 が 待っ て いた 男の子 」 
c. Th 1 ITT TH [町 
「 あな た が 昨晩 見 た 映画 」 


B. 関係 代名詞 前 置 型 
c. 本 JI qTg て 過ぎ 「 き 

「 外 に 立っ て いる 人 」 

d. 和 Qd st きす 呈 て 8[ 販 

「 私 が 待っ て いた 男の子 」 

e. Ft<T 3 キマ 9TT 征 ( で 央 

「 あな た が 昨晩 見 た 映画 」 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


① T 机 qT ST 恒 本 本 騙 直 き 8 本村 でき | 

②  qTTT TH < STTH 系 | 可 IT 8 名 すき [ TI 

③ 人 TST すき TX TH* 寸 TdT 末 5 mmdT 和 る 
④ TH 乙 I で T T で q gd Tede TI 

⑤ qq 半 CT T4T T 4g「 可 村 TE [TS FT 

(⑥ HgT gc Th- ロ Y TdgT G 員 本 Tle て g「 き | 

⑦ fd f4T eT 届 f ar, SH TST agd す sr 忌 条 | 


第 12 課 名 詞 修飾 (1) 一 関係 詞 節 
⑧ fmT sa 1 すき SddT き | TS 
⑨ 的 言 TdT き 重き て [TI 
⑩ fd mrTg CT8TT きき 8T き 1 中 TIH FTT き ? 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


YS : 場所 、(T) TcT glTT : 生ま れる ( (の ) 誕生 が 起こ る ) 、 す て : 矢 、qT qT : 最初 に 、 
和 ots : お 菓子 


① この 新聞 を 読ん だ 人 


② あな た が 書い た 手紙 


③ ラー マ TI) が ラー バナ TIT) を 殺し た 矢 


④ 私 が イン ド の お 菓子 を あげ た 男の子 


⑤ 女 の 人 が 座っ て いる 椅子 


⑥ あな た が 座っ て いる 椅子 は と て も 高価 で す 。 


⑦ 以前 ホテ ル が あっ た と ころ に 、 大 き な 映 画 館 が 建っ て いま す 。 (建設 済み ) 


⑧ モー ディ ー 首 相 が 生ま れ た 年 に 、 私 も 生ま れ ま し た 。 


第 12 課 名 詞 修飾 (1) 一 関係 詞 節 


⑨ 私 が イン ド で 見 る こと が で き な か っ た 場所 が 、 こ の 本 に 載っ て いま す 。 


私 が 二 十 歳 の 時 、 初 め て イン ド へ 行き まし た 。 


IV. 対話 の 練習 


fmT : カジ ャ (イン ド 東 部 の お 菓子 ) 、sTTHHT fm : ショ ッ ピ ング ・ モ ー ル 


① お いし い カ ジャ を 売っ て いる 店 の 名 前 を 知っ て いま すか 。 


ああ 、 知 っ て いま す 。 店 の 名 前 は 覚え て いま せん が 、 駅 の 近く に あり ます よ 。 


② あな た だ が 日 曜日 に 買っ た サリ ー は 、 ど この で すか 。 


ベナレス の サリ ー で す 。 と て も いい も の で す よ 。 


⑧③ 私 が ショ ッ ピ ング ・ モ ー ル へ 行っ た 時 に 、 ア ー シ ャ ー に ば っ た り 会 っ た よ 。 


へ え 、 僕 は し ば らく 彼女 に 会 っ て いな いよ 。 


V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


wIasa-? 


AT deT 2T 征 委 HIT e38 12 TICTI 3dTl 乱 
qsrshr NRiqdi sitT 天 Tas 症 STslt sm 等 T 


第 12 課 名 詞 修飾 (1) 一 関係 詞 節 


det sf SRTft gh ft sf 衝 ST ege きき RT 年 き Tl SEcT 本 中 半 
He's NT Tht tgN6 3 RTehTad 寺 TNI SHeT ST dl-G 
員 で b STGT き PTT T Tht es db? 

TEhT。 dE qr 県 計 iqdi き 革 二 き T, aegT 和 gl 


26 Teacher の 女性 ・ 複 数 形 


第 13 課 名 詞 修飾 (2) 一 連 体 修飾 節 と TIT 節 


I. 以下 に つい て 理解 し 練習 を し まし ょ う 。 
1. 連 体 修飾 節 を 理解 し まし ょ う 。 
A. 未完 了 形 


a. コ qdigsmisl ぐ - 文 :m 和 lscHT/ ョ TrT 
「 走 っ て いる 列車 」 


彼 / 彼 女 の 和 括っ て いる 顔 」 
d.3H 和 T や て TdT ヨ 8 
「 彼 彼女 の 笑う (笑っ た ) 顔 」 
e. 可 IdT qTTH THT 

「 ご 飯 を 作る 時 (に ) 」 


1) a と b、c と d は 、 語 の 連 体 形 「- る 」 と 「- て ・ い る 」 の 対立 と 同じ で 、 特 に 意味 的 に 大 き な 差 は な い 。 
2) e に つい て は すす の 形 の み で 、 日 本 語 の 「 て する 時 (に ) 」 に 相当 する 副詞 句 を 表わす 。 こ れ と 同じ 表現 と し 
て C-d の 動 名 詞 プ 不定 詞 を 使用 し た "TmT amT9 事 HT も ある 。 


B. 完了 形 
a.qTe て dsTgsTaTsHT < ぐー 文 : aeT mg 双 き 「 き | 
「 外 に 立っ て いる 人 」 
b. Tg [seHT 
「 外 に 立っ て いる 人 」 
c.JITS3TaTsHT ぐー smT き | 
「 寝 て いる ( 和 欄 た ) 人 」 


d.T 侍 町 符 任 qrm と 前 作 qfRRT/fRR 還 き 
「 私 の 書い た 本 」 


e.J 和 fh 人 竹 qrm と 前 人 税 qmfR/f 二 る 
「 私 の 書い た 本 」 


3) a と b、c と d は 、 日 本 語 の 連 体 形 「- る 」 と 「- て ・ い る 」 の 対立 と 同じ で 、 特 に 意味 的 に 大 き な 差 は な い 。 
4) に つい て は 形容 詞 「 立 っ た 状態 の 」 と な る 。 


第 13 課 名 詞 修飾 (2) 一 連 体 修飾 節 と IT 節 


C.-TT ( 動 名 詞 プ 不定 詞 ) 十条 「 の 」 
a. 生生 mmTT 

「 飲 み 水 ( 三 飲 む 十 の 十 水 ) 」 

b. qSTT CT 率い 系 

「 体 重 を 減ら す 5 つの 方 法 」 


c. 9 条 Tg 
寝る と ころ 」 

d. 可 IqT 台本 * THT 

「 ご 飯 を 食べ る 時 (に ) 」 


2. IT の 用 法 を 理解 し まし ょ う 。 


A. 名 詞 修飾 名 
a.qiT alHT mqT sdT 

「 赤 い 帽 子 の 男 」 

b. qT 1qT て < て 

「 赤 い (方 の ) セー ター」 

c. 呈 Iq*TdT | 内 Te ml 


「 コ ルカ タ へ 行く (カル カッ タ 行 き の ) 列車 」 


B. 準 体 助 詞 的 用 法 

a. STT ノ STqT 
[生乳 屋 生乳 売り 」 
b. IT ITqT 
「 赤 い の 」 


am af afT 
「 電 車 が 来 ま す ン 来る と ころ で す 。」 
b. す wa (9) < qr 和 


「 僕 は ジャ イプ ル に 住ん で いま す プ 住ん で いる 者 で す 。」 


第 13 課 名 詞 修飾 (2) 一 連 体 修飾 節 と IT 節 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 


qedT : ニン ニク 、mT : ソフ ァ ー、T : 強い 、 速 い 
① gdr TI IT 

② 相生 me RT 

③ sedT q さ 1 Set TdT き | 

④ TI 吊 T IT きせ で TTYTaT| 

⑤ 吊 T IdTT 中 さて 中 T IT す 村 き | 
⑥ 3 sa て dT 呈 「 TTH THTT き ? 

⑦ dT qCTdT 本 g 本 放っ き TdT き | 

⑨ < 本 T 和 <TT 和 TFSTr, 征 rdT TqT Ta 
⑨ sm イオ (本 HtG て ) 本 で hq 中 本 怠 qT IT き ? 
⑩ gd 斬 季 性 qa sm 慌 枯 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


sa 第 直 < : 前 の 席 、<T : 青色 の 


① 青い 方 の サリ ー は 、 私 は 好き で は あり ませ ん 。 


② 私 は 彼ら に 私 の 作っ た ご 飯 を 食べ て ほし い 。 (文法 概説 11.2.2 を 参照 ) 


第 13 課 名 詞 修飾 (2) 一 連 体 修飾 節 と IT 節 


③ お い 、 ち ょ っ と 見 ろ 、 前 の 席 で 泣い て いる 女の子 を 。 


④ あの 太っ て いる の は 誰 で すか 。 


⑤ 来 月 私 の 姉 が 結婚 し ます 。 ( 三 私 の 姉 の 結婚 が あり ます ) 


IV. 対話 の 練習 


記す T : 故障 、 本 : 帽子 、 き mmT : 沈む 


SN 


① いら っ し ゃ い 、 何 に し まし ょ 2 う 。 


セー ター が 欲しい ので す が 。 白色 の 帽子 付き の セー ター ね 。 


② 水 の 中 に 落ち た ( 三 沈 ん だ ) 携帯 電話 は どう し た らい い の か な 。 


王 山 


も し 政 障 し て いる の な ら 、 新 し い の 買わ な いと いけ な いね 。 


③ あ 、 来 た 。 お い 、 今 電話 する と ころ だ っ た ん だ ぞ 。 


ご めん 。 バ ス が 時 間 通 り 来 な く て さ 。 だ か ら 遅 れ た ん だ よ 。 
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V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


CREIUIEEDIEI 


半 * き dcT de Im 7 昨 | IT 生 す de dad 引 2 弟 qT Ts 
df ShT き HsFT2 qr wmT df std 詩 qT あ 9 市 ff2 土 mescf 
di di き 和 Ti deseft Tr 

T 和 T 丁 Ne-dNS 市 dcTT 訓 IT 圭 IHT TE TS| ET FT facTet 
ed 双 SI きき | IS SHH で さる き , dd 本 Ed alt faTl st @ き | qq 
Ia HHSH 2 9 お HH ISCTTPY2 る H TI RgG, RIH HEcT RgGl で 
He 市 TlqT 所 き H qgd 9 qr き GII 村 gfs RT 本 者 
Tl Rd dE 中 事 TI df HzT sr iT ds RSRIadf [iTT “qcTP 
3HN 8 TRI deT I decT qcTT SI TI R 員 I 必 財 さ 本 TS 名 吊 代 四 
qcft df 果 人 adel qicT “WTs で TTT3TI。 Rdd/GhHS 名 1、 HHT TSHT 中 民 
EN 

圭 dN 下台 hG dR NaT。 吊 還 dETd alcTT IT IT Id IX 
3 吊 則 央 中 sl 3 Ed 9 hf: ds aTet TI。 2 3 生 
ST で cll 1 Tet 33T 員 「 Im Ga 村 台 人 き 対 aq IT 
d dEd あす Nas addT ld dEdt HI 


27 この よう な カン マ は 同格 接続 詞 1 呈 と 機能 的 に 同じ 。 
28 ここ は 本 TOT と 同じ 意味 合い で 使用 され て いる 。 
29 文語 体 の 8 と 同じ 。 口 語 体 の 書き 方 。 
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I. 接続詞 和合 の 使い 方 を 学び まし ょ う 。 
有 格 を 表わす 井 
A. 主語 に 対応 
a. 3 串 和 m き 1 床 m 呈 て 本 FT mml 
「 あ な た が また 私 た ち に 会 い に 来 て くれ た の は 嬉し いこ と だ 。」 (て し て 嬉し い ) 
b. (G 向 / T) (35) 9T き 信和 生 -aT 吊 き 
「 全 て が 上 手 く いっ て いる こと を (私 は ) 願っ て いま す 。」 (手紙 の 挨拶 文 等 ) 
c. 村 (4/ せ Tr) mdT き 休 T 1 生き 逢 TaTm 填 下 負 人 本 本 
er 果 | 
「 私 の 娘 は 子供 の 頃 か ら 日 本 の 文化 に 興味 を 持っ て いた の だ と 思い ます 。」 


B. 目的 語 に 対応 
d. 古 T- 各 半音 (5) TdT る 1 中 So% s 本 る 内 TH 本 ad 呈 qT さ 下台 dtT 宝 て 
CILKIIM 
「 僕 は 2016 年 は 世界 中 に テロ の 危険 が さら に 広がる の か と 時 々 考え る 。」 


e. ST 寸 (45) 中 gT 呈す 本 Ta 
「 あ な た は 彼ら が 嘘 を つか な いと 言っ た 。」 


C. 補語 に 対応 
c. JCT 13q 生き 「 叶 和 S dg ST edi て gdT き 3 de HerlT コ qdT cgdT 
き | 証 半 1 で mdT dg 
「 私 が 考え る の は 、 川 が 流れ る よう に 人 生 は 進み 、 決 し て 止ま ら な い 、 と いう こと で 
CO 計 


d. Js Td 生き 1 計 ST 呈 古 <qT dmT IS 8「 | 

「 実 は (一 本 当 の こと は ) 、 体 重 を 減ら す の は それ ほど 難し く な い 。」 

e. 48「 可 ITT 呈 「 吊 gTT き 「 生 5 WT TdT TS き 1 征 さ 民生 本 4gT 
1 生 T TITT き 3T| 


「 こ この 人 た ち が 言 うに は 、 あ の 地震 で ここ に どれ ぐら い 被 害 が 出 た か 今 話 す の は 難 
し い 、 よ だい うこ と ただ 。」 
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II. 


2. 際 も し く は 逢 を 含む 複合 語 の 場合 
A. か 否 か (… 休 ? 
a. 村 Jdrdgi1f 呈 HgfaV 性 8 


「 私 は 明日 ここ に ヴァ ル マ ー さ ん が 来 ら れる か どう か 分 か り ま せん 。」 


B. 一 方 で … (my…) 


b. 届 す eT CT eeT TTT 可 ql 中 て re 8 も IT saT TaT dl 
「 あ ん た は 気に入ら な か っ た けど 、 私 は あん た の クル ター が いい と 思っ た わ 。」 


C.… け れ ど も だ が 、… (Tl 呈 …。 全 生 …) 


c. SIT* 35 ms gd 2 て gdT き , 1 中 て 村 T 5 本村 本 HH sdT き | 
「 彼 は 最近 と て も 忙し いけ れ ど 、 そ れ で も 私 に 会 い に 来 て くれ る 。」 


D. な ぜ な ら … ( す T 褒 …) 


d. 3 dg 98 で 本 3o[ TITT* 征 T て 征 [ < ィ T s き 箱 | 
「 昨 上 晩 恥 れ な か っ た の で 、 今 朝 彼 は 遅く 起き た 。。」 


BE. … た め に プ よ うに (… 可 生 …) 
e. て 呈 [ <dT ITT IT 中 8 3 っ 3 て 吊 TH 避 幅 十 き 穫 丁丁 


「 朝 起き て 仕事 に 行く の に 遅れ な いよ うに 、 夜 早く 寝 な さい 。」 


ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 

① q 寺 HTT き 人 合 qT mgf re る 

② 杏林 mmT き 1 信 さ T まさ T 二条 CTT 員 きき | 

③ 本 寺 TTY TH すき き TIT* 本 TaT 本 可 村 g「 TardT 親 | 


④ Tl* TdTr sf Tr 9T 本 dd て き , 可 「 中 本 TH せ JT gd-T 本 HITdTT 
きせ mm SH て 中 Ifed て dT き | 


⑤ 3 gH9TT qqT T 性 HH 人 T 民家 下 逗 す る 
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(6) HHT て 8 qq THTT 呈 「 生き 1 吊 3 穫 本 訓 IS TH ST 本 5 
定 T IT T&T TI 


⑦ agf ma rdT 町 で HT medT き 和信 Ta 性 二 穫 fa 和 T き 町 選 5T すき 
⑧⑨ 再 ST す 町 性 親征 | 


⑨ sq qTTT す 紅き < 和 れき Tr 3 中 TI qTTJT き , [市 8 吊 15 可 れ TH 町 
8? 


⑩ 半 edT 写 殺 葉 人生 8T ITT aqT 二 | | 


III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


人 千 rHert : 責任 、 計 RT : トレ ー ニ ング 、 信 waT : 果たす 、 二 生 革 : 職 、 刷 : 若者 、 て WTT : 医 
語 、sTH : 恥 、q 和 オ : 本 当 に 、 / THaT : 成功 し た ( 形 ) 


① 試験 で 一 番 に な っ た の に 、 な ぜ お まえ は うれ し そう で は な い の か 。 


② 自分 の 責任 を 全う し よう と し な いと は 、 恥 ず か し いこ と だ 。 


③ イン ド に は た くさ ん 言語 が ある の で 、 ヒ ン デ ィ ー 語 が 国語 に な る の は 難し い 。 


④ 若者 が 職 に 付け る よう に 、 訓 練 し まし ょ 2。 


⑤ この 仕事 が 本 当 に 成功 する か どう か 、 私 に は 分 か り ま せん 。 
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IV. 対話 の 練習 


① 明日 は 遅れ な いよ うに 6 時 に 起き まし ょ 2 う 。 


いや だ よ 。 僕 は 7 時 に お きる か ら 。 


② ギー ター TIqT) が シャ ー・ ル ク ・ カ ー ン (ITS で 可 可 内 ) に 会 っ た っ て 聞い た ? 


う ん 。 で も 彼女 の 言う こと は 、 本 当 か どう か 分 か ら な いよ 。 


③ あの 子 、 今 日 うち に 来る っ て 言っ て いた よね 。 


ああ 、 言 っ て いた ね 。 も うす ぐ 来 る ん じゃ な い ? 


V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


je シシ 
< 


Rd 時 衝 避 sfSsal | HK mm TdT き , き lcTlle5 Tslh 和 0 
*t fegrmr ls あき | 10 半 3 夜 12 ボ sm 者 sr 本 sf TH 
き は [ISTd 3 dEcTT RI TH 吊 [ ISTd ss SIT slebT 還 
中 cT Slot fat。 TSctc, ISlete。 fdRaf 基き qI で Ts 
SIGT 3 3TSST 中 あ * TeaTdT 


30 第 18 課 同様 、 文 語 体 の 9 と 同じ 。 口語 体 の 書き 方 。 
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REIE|I に 2 に XNIGKIS ま EICICEIEEIEXIIIEcMEIIKE に SC 
き dIle HI HIT db qle5 Ts Rb Tl 寺 す Te Nad 邊 素 吾 
HI H Hee 38 *td TS 慰 還 H TslaT | 千 rHa md 基 
RT aqR 3 き [ 各 slesdT 呈 | STGT HH facTdT IStI TRd 本 JE Ge 
qcedl IGT 員 GicHH 8 mR き H dd [SISaTid st fe 
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1. 


接続 詞 を 使っ た 表現 と 副詞 名 に よる 表現 


接続 詞 お よび 接続 的 な 副詞 名 に つい て 整理 し まし ょ う 。 


接続 語 、 接 続 名 
接続 詞 主 な 日 本 語 の 意味 対応 ヒン ディ ー 語 
追加 ( A と / そ し て B ) に | 
選択 ( 人 か / また は B 
順 接 ( ) T 
添加 ( その 上 、 そ れ も 、 そ れ | < 守 , 5 穫 , smT す 届 
だ け で な く ) 
否定 ( が 、 し か し 、 で も ) Tr, 本, Tr, TO, 1* 
追加 情報 ( .… で な く 逆 に ) | 香 定 文 .…, Rm 
逆 接 5 ッ 
… が / けれ ども gl 中 / 本 / mt す … , (T) 
た と え 。、 と も 1 .…, 
だ か ら ( だ か ら こ そ て ) … る Hf (sdHTeu 
帰結 、 結 果 
それ で / で .… Tl, , Gi: 
な ぜ な ら … 〒TTT* .… 
原因 、 理 由 本 
… の で 中 .…, (sqfeG) 
目的 se だ め に dT* .… 
条件 、 仮 定 | も し ……、.… ば / た ら / と 本 IS / 3RIY .… (7 課 参 ) 
.…… の よう に  .… 
様 惑 ー 
まる で ., の よう に HHT .… 
制限 … まで / 限り 5 .…, 
換言 すなわち 、 つ まり PIEI じ lk 
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復 文 一 


接続 詞 を 使っ た 表現 と 副詞 名 に よる 表現 


2. 接続 的 な 副詞 名 (分 詞 、 後 置 詞 に よる ) 


副詞 句 主 な 日 本 語 の 意味 対応 ヒン ディ ー 語 
順序 : テ 形 、V て か ら V- 下 て (6 課 参 了 ) 
動作 の 継続 : テ 形 V- す 
並列 :V な が ら 、 テ 形 VC te 
順 接 | 状態 の 継続 :V た まま 、 テ 形 ro) ar esa 
V や いな や 、V と すぐ Va 
V て いる うち に V- き V- さ 
動作 の 列挙 : て も V オ 避 呈 
義 撲 | 並列 :V な が ら も VS go 麗 
手段 、 方 法 |V で V-T 
原因 、 理 由 |V の で V-T す 
目的 V た め に V- 征 訓 TSYC (9 齋 私 
因果 、 仮 定 |IV と / た ら V- す 民 
場合 、 時 |V の に / 場合 に / 際 に V- 生 (6 誠 双 
制限 V まで / 限り V-T dg 


3. 副詞 名 (分 詞 に よる ) 


A. 


B. 


目的 語 (O 和 V す qq qqmT :O が V す る の を 見 る ノ 聞 く ) 


a. 村 せ 5 sed 第 [ 町 て - 打 て ョ < (8T) Tl 


「 私 は ある 男 が ゆっ くり 歩い て いる の を 見 た 。」 
b. 前 人 株 生 smm THT ETT (gC) TI 


「 私 は 誰か が 私 の 名 前 を 呼ぶ の を 聞い た 。」 


主語 (O 和 8 V- す 食 qT き TU STT き &TT : O に は 8 が V す る の が 見 える 聞こ える ) 


c. 本 せ hedT 罰 - 昨 て ヨ qT (& せ ) 信和 食 | 


「 私 に は ある 男 が ゆっ くり 歩い て いる の が 見 えた 。」 


第 15 課 複 文 一 接続 詞 を 使っ た 表現 と 副詞 句 に よる 表現 
d. 本 村 重き JYT TH THTR (gT) STTS 令 | 


「 私 に は 誰か が 私 の 名 前 を 呼 尽 の が 聞こ えた 。」 
C. 述語 (8 VrT COP :S が V テ 二 い る ) 


「 役 は 前 の ドア を 見 張っ て いた 。」 


II. ヒン ディ ー 語 を 日 本 語 に し まし ょ う 。 
引導 : それ も … の に 
① 届 raT 8 mee 革 , 引 Td 性 札 Hf 本 町 | 
② きき TK 第 尋 , 紅 半 sT す (TE) CTT fri 
③ 8 生き 各 , TH HmTI 
④ sa GT 吉 き ITT 征 避 Hg 本 Im 
⑤⑥ [町 条 , 寺町 逢 , 四 T 逢 穫 dT 本 aqTmT fl 
⑥ 3 ThTTT 本 TH 1 和 キ T 円 C? 
⑦ HmT * gd 本土 て TI 
⑧ gT 本 本 中 て す fm HHT 科 | 
(⑨ TeT 市 可 ど TI- で STcT て 8 すす 呈 生き RT て 引 | 
⑩ 3 ag 和民 TeT gidTl 
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III. ヒン ディ ー 語 の 文 を 完成 させ まし ょ う 。 


3 CXT て 可 gT ITT : 自立 する 、sTdm : 魅力 的 な 、aqT : 民衆 、 す TaT : 激しい 、 村 條 T : 抵 


① あの 女性 は 太っ て いて も 魅力 的 で すね 。 


② 町 に ある 古い お 寺 が 壊さ れる と 、 民 衆 は 激しく 抵抗 し た 。 


③ 自立 し な いう ち は 、 結 婚 で き な い よ 。 


④ この 写真 を 見 た ら 、 彼 が あな た の 弟 だ と 分 か る よ 。 


⑤ 夕方 に な る や いな や 、 子 供 た ち が 笑 う 声 が 聞こ え 始 め た 。 


IV. 対話 の 練習 


① あの 人 を 見 て 。 ほ ら 、 あ そこ に 立っ て いる 。 


どれ ? ああ 、 あ の ア チ カ ン 着 て いる 人 ? 


② 昨日 の 夜 は 雑誌 を 読ん で いる うち に 寝 て し まっ た の よね 。 


と いう こと は 、 宿 題 で き な か っ た ん だ ね 。 


第 1 5 課 複 文 一 接続 詞 を 使っ た 表現 と 副詞 名 に よる 表現 


⑧③ テレ ビ を 見 な が ら ご 飯 を 食べ な い の 。 


何で ? お 父さん だ っ て 新聞 読み な が ら ご 飯食 べ て いる じゃ な い 。 


V. 次 の 文 を 読ん で 日 本 語 に し まし ょ う 。 


3T| dad 


3Tee1 dgd ITT ISqbcT 1 き | 3TR SH YS Tsl HIH 穫れ 本 人 8 
HI GII eH CS NE de き | Rd STHT 8 き 「 呈 RT HHH4 本 SIeT 
d]T clHT ISd | 9 HeIHI Rb Ed ホ IRC ei le det lagT RG 
| Ss RG ad Ed で St FR ss HeH お Ta 9 邊 sq 本 
df で HK 吊 RT STsIerT 守 d 乱 T 5 HH 員 9, 4-3 hcTT TH 
き H 訓 IS tt dtqTE Id | Tl CB qt dsT HH RT ft 
EE 

| lcTdT き | Ce qt Te ed IT 呈 「 市 el th 3 gHSTT mm 
IfGI SHIGTG Ts 寺 き 人命 き HHTHTHT す あれ HSTT db 2 
HIiqH ITeQ qIfe 8H xii-qgSIT RT | 


3 侍 市 … Tl, fe 呈 て 「… だ け で な く 、-^」。 
32 文語 体 の と 同じ 。 口語 体 で は 単数 、 複 数 の 区 別 を し な い 。 
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